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令和元年川西町議会第４回定例会会議録 (開 会) 

 招集年月日  令和元年１２月９日 
 

 招集の場所  川西町役場議場 
 

 開 会       令和元年１２月９日  午前１０時 宣告 
 

 出 席 議 員      １番  松井  宏至   ２番  弓仲  利博   ３番  福山  臣尾  
 

  ４番  堀    格    ５番  松村  定則   ６番  安井  知子  
 

  ７番  福西  広理   ８番  伊藤  彰夫   ９番  石田  三郎  
 

  10番  寺澤  秀和   11番 中嶋 正澄    12番  芝   和也  
 

 欠 席 議 員         
 

 地方自治法第 町 長 竹村 匡正           副町長 森田 政美 
 

 121条の 規定 教育長 橋本 宗和          総務担当理事 西村 俊哉 
 

 により説明の  教委事務局長 奥   隆至       会計管理者 福本 誠治 
 

 ため出席した 総務課長 石田 知孝        総合政策課長 喜多  勲 
 

 者の職氏名  税務課長 西川 直明       事業課長 山口 尚亮  

  健康福祉課長 吉岡 秀樹     住民保険課長 大西 成弘 
 

   長寿介護課長 岡田 充浩 
 

    
 

   監査委員 西田 亜希子 
 

 本会議に職務 議会事務局長 中川 辰也 
 

 のため出席し モニター係 奥田 好志 
 

 た者の職氏名          
 

 本日の会議に   別紙議事日程に同じ 
 

 付した事件  
 

 会 議 録 署 名         議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 議員の氏名      7番 福西 広理 議員 ９番 石田 三郎  議員 
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川西町議会第４回定例会（議事日程） 

   
令和元年 12 月９日（月）午前１０時００分開会 

日 程 議案番号 件           名 

      
第 1   会議録署名議員の指名 

   

第 2   会期の決定 

      

第 3   諸報告 

  報告第 11 号  定期監査報告について 

      

第 4 議案第 46 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町一般会計補正予算について 

      

第 5 議案第 47 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町国民健康保険特別会計補正予算について 

      

第 6 議案第 48 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算につ 

    いて 

      

第 7 議案第 49 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町水道事業会計補正予算について 

      

第 8 議案第 50 号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

      

第 9 議案第 51 号 一般職の職員の給与に関する条例及び職員の旅費に関する条例の一部改 

    正について 

      

第 10 議案第 52 号 川西町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準 

    を定める条例の一部改正について 

      

第 11 議案第 53 号 川西町企業立地促進条例の全部改正について 

      

第 12 議案第 54 号 川西町消防団条例の一部改正について 

      

第 13 議案第 55 号 定住自立圏の形成に関する協定書の一部変更について 
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（午前１０時００分  開会）  

議   長（伊藤彰夫君）   皆さん、おはようございます。  

これより令和元年川西町議会第４回定例会を開会いたします。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 、

議会は成立いたしましたので、これより会議を開きます。  

町長より定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。  

町長。  

町   長（竹村正匡君）   議員の皆様、おはようございます。  

本 日 こ こ に 、 令 和 元 年 川 西 町 議 会 第 ４ 回 定 例 会 を 開 催 い た し ま し た と

こ ろ 、 議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、 公 私 何 か と 御 多 用 の 中 、 御 出 席 を 賜

り、まことにありがとうございます。  

ま た 、 平 素 よ り 町 政 運 営 に 関 し ま し て 格 別 の 御 理 解 、 御 協 力 を 賜 っ て

おりますことに、厚く御礼申し上げます。  

さ て 、 本 定 例 会 に 提 案 し 、 御 審 議 を お 願 い す る の は 、 令 和 元 年 度 一 般

会 計 、 特 別 会 計 及 び 事 業 会 計 の 補 正 予 算 ４ 件 、 条 例 の 一 部 改 正 な ど の 条

例関係案５件、協定書の一部変更案１件の計１０件でございます。  

何 と ぞ よ ろ し く 御 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 開 会 の 御

挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長（伊藤彰夫君）   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員は、会議規則第１２ ７条の規定によって、７番  福西広

理君、９番  石田三郎君を指名いたします。  

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。  

本 定 例 会 の 会 期 は 、 本 日 よ り ２ ０ 日 ま で の １ ２ 日 間 と い た し た い と 思

いますが、これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   異 議 な し と 認 め 、 本 定 例 会 の 会 期 は 、 本 日 よ り ２

０日までの１２日間と決定いたします。  

日程第３、諸報告に入ります。  

行 政 報 告 と し て 、 報 告 第 １ １ 号 、 令 和 元 年 ９ 月 か ら 令 和 元 年 １ １ 月 期

ま で の 例 月 出 納 検 査 の 結 果 報 告 が 提 出 さ れ て お り ま す の で 、 西 田 監 査 委

員より報告を求めます。  

西田監査委員。  

監査委員（西田亜希子君）   監査報告。  

令和元年９月から令和元年１１月期に実施いました例月監査の結果を御

報告申し上げます。  

福 西 監 査 委 員 と と も に 、 地 方 自 治 法 第 ２ ３ ５ 条 の ２ 第 １ 項 並 び に 地 方

公 営 企 業 法 第 ２ ７ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 元 年 度 の 川 西 町 一 般

会 計 及 び 特 別 会 計 並 び に 企 業 会 計 の 出 納 及 び 予 算 の 執 行 状 況 に つ き ま し
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て 、 会 計 管 理 者 並 び に 事 業 課 長 に 必 要 な 調 書 の 提 出 を 求 め て 、 関 係 帳 簿

及 び 証 拠 書 類 を 対 照 し な が ら 説 明 を 受 け 、 厳 正 な る 審 査 を 実 施 い た し ま

し た 結 果 、 各 会 計 に お け る 予 算 の 執 行 並 び に 現 金 の 出 納 ・ 保 管 な ど に つ

い て は 、 過 誤 も な く 適 正 に 行 わ れ て い る も の と 認 め ま し た の で 、 こ こ に

御報告申し上げます。  

令和元年１２月９日  

監査委員  西田 亜希子 

議   長（伊藤彰夫君）   諸報告が終わりました。  

これより議事に入ります。  

お諮りいたします。  

日程第４、議案第４６号、令和元年度川西町一般会計補正予算について

より、日程第１３、議案第５５号、定住自立圏の形成に関する協定書の一

部変更についてまでの各議案につきましては、既に招集通知とともに配付

しております関係上、各位におかれましては熟読願っておりますので、こ

の際、議案の朗読を省略したいと思いますが、これに御異議ございません

か。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、議案の朗読を省略いたします。  

お諮りいたします。  

日程第４、議案第４６号、令和元年度川西町一般会計補正予算について

より、日程第１３、議案第５５号、定住自立圏の形成に関する協定書の一

部変更についてまでの１０議案を一括上程したいと思いますが、これに御

異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、一括上程いたします。  

当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長 （ 竹 村 正 匡 君 ）   そ れ で は 、 今 議 会 に 上 程 い た し ま し た 議 案 等 の提

案要旨について御説明いたします。  

議案第４６号から議案第５５号までの令和元年度の一般会計、国民健康

保険特別会計、介護保険事業勘定特別会計、水道事業会計及び条例の改正

等について御説明いたします。  

まず、議案第４６号、令和元年度川西町一般会計補正予算についてでご

ざいます。  

３ .歳出の部でございます。１２ページをお開きください。  

款２ .総務費から、１５ページ、款６ .土木費までの職員手当につきまし

ては、年度途中での職員の退職等によることなど、当初目標としておりま

した時間外勤務時間以内での業務執行が困難となったことに伴い、時間外

勤務手当が増える見込みのため、人件費として総額５６２万８ ,０００円
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の増額をお願いするものでございます。  

そ の 他 人 件 費 以 外 に つ き ま し て は 、 款 ２ .総 務 費  項 １ .総 務 管 理 費  目

４ .企画費におきまして、ふるさと応援寄附金の上方修正が見込めること

に伴う返礼品及び郵送料、クレジット決済事務委託経費、その他合わせて

７０６万円でございます。  

次に、目１２ .諸費におきまして、工業ゾーン移転物件の前払い金の増

に伴う土地開発公社への貸付金８ ,０００万円、目１３ .基金費におきまし

て、先ほど申し上げましたふるさと応援寄附金の見込み増と駅前整備の公

債費負担県補助をふるさと応援基金及び減債基金にそれぞれ８９８万円積

み立てるものでございます。  

続きまして、項２ .徴税費  目１ .税務総務費におきまして、年度途中で

の職員退職に伴うアルバイト賃金４８万円でございます。  

総務費の合計につきましては、人件費と合わせまして１億７５３万８ ,

０００円の増額をお願いするものでございます。  

次に、１３ページに移りまして、款３ .民生費  項１ .社会福祉費  目１ .

社会福祉総務費におきましては、施設入所者の増などによる入所支援、施

設介護などの障害関係給付費負担金６９１万円、人件費の増に伴う国保特

会、介護特会への繰出金への増、合わせて１５８万円、次に、目２ .国民

年金事務取扱費については、人件費のみ、目４ .福祉医療費におきまして

は、重度心身障害者の医療費の増、受給対象の増に伴う子ども医療費の増

などによる医療費扶助２４０万円、次に、目５ .国民健康保険医療助成費

におきまして、主に５割軽減の被保険者数の増による国保特会への基盤安

定に係る繰出金４０万円、次に、目７ .後期高齢者医療費におきまして、

前年度決算に伴う広域連合への療養給付負担金の精算として４２５万円、

続いて、項２ .児童福祉費  目２ .児童措置費におきまして、子ども園にお

ける受け入れ障害児童数が増加したことなどによる補助金３６７万円の増

額及び前年度の子どものための教育・保育給付費国庫負担金、施設給付県

負担金、子ども・子育て支援交付金の精算に伴う返還金の７１万円の追加 。

以上、民生費の合計といたしまして、人件費と合わせまして２ ,０２９万

２ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  

ペ ー ジ が 変 わ り ま し て 、 １ ４ ペ ー ジ 、 款 ４ .衛 生 費  項 １ .保 健 衛 生 費  

目２ .予防費につきましては、新たに国庫補助が決定したことによる財源

更正でございます。  

次に、目４ .保健センター費におきましては、乳幼児健診受診の有無な

どの母子保健情報の利活用に係る健康管理システムの改修費用２９６万円

及び消費増税に係る清掃委託料の増額１万円、衛生費の合計といたしまし

て２９７万９ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  

次に、款５ .農商工業費  項１ .農業費  目３ .農業振興費におきましては、

新たに認定新規就農者が選定されたことに伴う農業次世代人材投資資金７
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５万円の交付、次に、項２ .商工費  目２ .商工業振興費において 、工業ゾ

ーン用地の企業選定の判断基準の一部となる企業情報の調査費用として３

３万円。以上、農商工業費の合計といたしまして、１０８万円の増額をお

願いするものでございます。  

次に、１４ページから１５ページにかけまして、款６ .土木費において

は、人件費のみ。合計といたしまして、２５６万４ ,０００円の増額をお

願いするものでございます。  

次に、款８ .教育費  項１ .教育総務費  目２ .事務局費におきまして、学

校給食の公会計化に伴う事務処理の効率化のための学校給食収納管理シス

テム構築費用５９万円、続きまして、項７ .保健体育費  目３ .給食運営費

におきまして、幼児教育無償化に伴う給食牛乳の購入費用２９万円の増額 。

給食費の合計といたしまして、８９万円の増額をお願いするものです。  

９ページにお戻りください。２ .歳入の部でございます。  

款１ .町税  項１ .町民税  目２ .法人におきまして、前年度において滞納

が発生しましたので、予算に滞納繰り越し分１３万円の増額をお願いする

ものでございます。  

次に、款１０ .地方交付税におきまして、普通交付税の額の決定に伴い、

２ ,２０６万６ ,０００円の増額をお願いするものです。  

次に、款１２ .分担金及び負担金  項１ .負担金  目２ .教育費負担金にお

きまして、先ほど申し上げました幼児教育の無償化に伴 い、全額自己負担

であった幼稚園給食費の一部が免除されることによる減額６万円、給食材

料費の幼稚園教諭負担の明確化のため、新たに３万円の計上、次に、款１

４ .国庫支出金  項１ .国庫負担金  目１ .民生費国庫負担金におきまして、

障害関係給付費国負担金の増及び国民健康保険基盤安定に係る国庫負担金

の減、差し引き２７９万円の増額、１０ページに移りまして、項２ .国庫

補助金におきましては、目２ .民生費国庫補助金として、延長保育の見込

み減などによる子ども・子育て支援交付金２５万７ ,０００円の減額及び

目３ .衛生費国庫補助金として、歳出で申し上げました健康管理システム

改修に係る補助７９万４ ,０００円並びに新たに採択された緊急風疹抗体

検査補助８８万５ ,０００円をお願いするものでございます。  

次に、款１５ .県支出金  項１ .県負担金  目１ .民生費県負担金におきま

しては、さきの国庫負担金と同様、障害関係給付及び国民健康保険医療費

助成に係る県負担金２７０万３ ,０００円の増、次に、項２ .県補助金  目

１ .総務費県補助金におきましては、歳出で申し上げました駅前整備に係

る公債費補助として、まちづくり事業償還金補助８９８万５ ,０００円、

目２ .民生費県補助金におきましては、実績見込みに合わせた保育関係補

助の減額５６万５ ,０００円、重度心身など福祉医療費の今年度見込みに

合わせた補助金の追加分として１２０万円、差し引き６３万５ ,０００円

の増、目４ .農商工業費県補助金につきましては、認定新規就農者に係る
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農業次世代人材投資補助７５万円の追加、次に、項３ .委託金におきまし

て、市町村事務処理交付金の確定による減６ ,０００円をお願いするもの

でございます。  

次に、款１７項１ .寄附金  目２ .ふるさと応援寄附金におきまして、見

込める寄附額の上方修正により、１ ,４９９万８ ,０００円の増額をお願い

するものでございます。  

次に、款１８ .繰入金  項２ .他会計繰入金  目１ .土地開発基金繰入金に

おきまして、土地開発公社への貸付金の財源とするため、８ ,０００万円

の取り崩し増額をお願いするものでございます。  

次 に 、 款 ２ １  項 １ .町 債  目 ３ .土 木 債 に つ い て 、 道 路 長 寿 命 化 ・ 維 持

補修の事業費の増に伴い、公共施設等適正管理推進事業債の９０万円の増

額をお願いするものでございます。  

以上により、歳入歳出それぞれ１億３ ,５３４万３ ,０００円の増額補正

をお願いするもので、これにより、令和元年度川西町一般会計予算の総額

は、歳入歳出それぞれ５９億２ ,３０９万４ ,０００円となります。  

次に、議案第４７号、令和元年度川西町国民健康保険特別会計補正予算

についてでございます。  

５ページをお開きください。３ .歳出の部でございます。  

款１ .総務費  項１ .総務管理費  目１ .一般管理費におきまして、人件費

の組みかえ及び住基の中の外国人の在留資格関係情報を国保情報集約シス

テムに転送するためのシステム改修並びに被保険者番号の付番を既存の世

帯単位から個人単位に変更するためのシステム改修経費、合わせて１ ,３

１７万円の増額をお願いするものでございます。  

次 に 、 款 ５ .保 健 事 業 費  項 １  目 １ .特 定 健 康 診 査 等 事 業 費 に お き ま し

て、人件費の適正な予算費目への組みかえを行うため、８３１万５ ,００

０円の減額をお願いするものでございます。  

４ページにお戻りください。２ .歳入の部でございます。  

款３ .県支出金  項１ .県補助金におきまして、歳出で説明いたしました

システム改修費に対する補助金、合わせて３５５万４ ,０００円の増額を

お願いするものでございます。  

款６ .繰入金  項１ .他会計繰入金におきまして、法定軽減分に係る保険

基盤安定負担金及び人件費の増として、一般会計繰入金として１７０万９ ,

０００円の増、項２ .基金繰入金におきまして、財源の調整といたしまし

て４０万８ ,０００円の減額をお願いするものでございます。  

以上により、歳入歳出それぞれ４８５万５ ,０００円の増額補正をお願

いするもので、これにより、令和元年度川西町国民健康保険特別会計予算

の総額は、歳入歳出それぞれ１０億７０万１ ,０００円となります。  

次に、議案第４８号、令和元年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正

予算についてでございます。  
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４ページをお開きください。下段の３ .歳出の部でございます。  

款 １ .総 務 費  項 １ .総 務 管 理 費 に お き ま し て は 、 人 件 費 の 増 ２ ８ 万 ７ ,

０００円の増額をお願いするものでございます。  

上段の２ .歳入の部でございます。  

款８ .繰入金におきましては、人件費に 係り、一般会計からの繰り入れ

２８万７ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  

以上により、歳入歳出それぞれ２８万７ ,０００円の増額補正をお願い

するもので、これにより、令和元年度川西町介護保険事業勘定特別会計の

総額は、歳入歳出それぞれ９億１ ,７１８万４ ,０００円となります。  

次に、議案第４９号、令和元年度川西町水道事業会計補正予算について

でございます。  

２ページをお開きください。下段の収益的支出でございます。  

款１ .水道事業費用  項１ .営業費用  目１ .原水及び上水費におきまして、

現状実績により県水受水費を上方修正し、１ ,４８５万円の増額及び時間

外勤務手当４９万円の増額、項２ .営業外費用  目３ .消費税及び地方消費

税におきまして、消費税の引き上げに伴い、４３１万５ ,０００円の増額

をお願いするものでございます。  

上段の収益的収入につきましては、収益的支出においてと同様、消費税

の引き上げに伴う消費税の還付を再計算し、３０８万７ ,０００円の減額

をお願いするものでございます。  

以上により、収益的収入  第１款水道事業収益は、２億７ ,９６５万８ ,

０ ０ ０ 円 、 収 益 的 支 出  第 １ 款 水 道 事 業 費 用 は 、 ５ 億 ６ ,１ ２ ８ 万 円 と な

るものでございます。  

以上が、令和元年度補正予算関係でございます。  

続きまして、条例の改正等、予算外議案について御説明いたします。  

議案第５０号、職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてでご

ざいます。  

２枚目、「条例の概要」をお開き願います。  

これは、非常勤職員の育児休業について国家公務員に準じて制度化する

ために、条例の一部を改正するものでございます。  

令和２年１月１日から施行するものでございます。  

次に、議案第５１号、一般職の職員の給与に関する条例及び職員の旅費

に関する条例の一部改正についてでございます。  

２枚目、「条例の概要」をお開き願います。  

これは、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るため

の関係法律の整備に関する法律の制定による地方公務員法の一部改正に伴

い、表記の各条例中の職員の欠格事項の一部を改正するものでございます。  

施行日については、法の趣旨を踏まえ、法と同一の令和元年１２月１４

日に遡及して適用するものでございます。  
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次に、議案第５２号、川西町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についてでございます。  

２枚目、「条例の概要」をお開き願います。  

これにつきましては、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準の一部を改正する内閣府令に基づき、幼児教育・保育の無

償化に伴う食事費用の取り扱い変更並びに文言訂正及び追加を行うために

条例の一部を改正するものでございます。  

当該条例は、公布の日からの施行といたします。  

次に、議案第５３号、川西町企業立地促進条例の全部改正につい てでご

ざいます。  

２枚目、「条例の概要」をお開き願います。  

これにつきましては ､目下進めております産業用地の創出にあわせて、

企業にとって進出先として魅力のある要件整備を行うもので、主なものと

して、償却資産に係る固定資産税額の７５％を奨励金として３年間交付す

るなど、企業誘致のための奨励措置及び地域経済牽引事業との関連性を明

確にするため、現在の当該条例の全般にわたって改正するものでございま

す。  

施行日につきましては、唐院工業団地の拡張エリアに立地する企業を対

象とすることから、分譲年度に施行期日を合わせ、令和４年 ４月１日から

の施行といたします。  

次に、議案第５４号、川西町消防団条例の一部改正についてでございま

す。  

２枚目、「条例の概要」をお開き願います。  

これにつきましては、主に議案第５１号でも申し上げましたが、 成年後

見制度の利用の促進に関する法律が平成２８年５月に施行されたことに基

づく地方公務員法の改正で地方公務員の欠格事項が見直され、それに準じ

て、消防団員の欠格事項の改正のため、当該条例の一部を改正するもので

ございます。  

当該条例については、令和２年１月１日から施行いたします。  

次に、議案第５５号、定住自立圏の 形成に関する協定書の一部変更につ

いてでございます。  

２枚目の「概要」をお開き願います。  

これは、本年度で計画期間が終了となる大和まほろば広域定住自立圏共

生ビジョンに続く第２次共生ビジョンの策定に伴い協定項目を見直し、現

行協定の教育政策の分野に新たに文化財保護及び利活用の推進の項目の追

加及び道路等の交通インフラ整備の削除について御同意を願うものでござ

います。  

以上でございます。何とぞよろしく 御審議賜りますよう、お願い申し上

げます。  
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議   長（伊藤彰夫君）   説明が終わりました。  

お諮りいたします。  

た だ い ま の 各 議 案 に つ い て は 、 各 関 係 委 員 会 に 付 託 す る こ と に 御 異 議

ございませんか。  

       （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   異 議 な し と 認 め 、 厚 生 、 総 務 ・ 建 設 経 済 各 常 任委

員会に付託いたします。  

な お 、 各 委 員 会 の 開 催 は 、 通 知 の と お り で す の で 、 お 願 い 申 し 上 げ ま

す。  

以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。  

本 日 は こ れ に て 散 会 し 、 あ す は 休 会 と し 、 １ ２ 月 １ １ 日 水 曜 日 午 前 ９

時に再開いたします。  

ありがとうございました。  

（午前１０時３１分  散会）  
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（午前９時００分 再開） 

議   長（伊藤彰夫君）   皆さん、おはようございます。  

これより令和元年川西町議会第４回定例会を再開いたします。  

会議に先立ち、１番  松井宏至議員より欠席届が提出されております。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ １ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 、

議会は成立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、一般質問に入ります。  

それでは、質問通告順により順次質問を許します。  

６番  安井知子君。  

６ 番 議 員 （ 安 井 知 子 君 ）   お は よ う ご ざ い ま す 。 議 長 の 許 可 を 得 ま し て 、 一

般質問させていただきます。  

１、川西町庁舎のタイルの傷みについて。  

川西町庁舎は、昭和６２年１１月１５日竣工、１０億２ ,７４０万円に

て株式会社奥村組施行、起債額５億７ ,７８０万円で、現在、起債残高ゼ

ロ円、帳簿残存価格４億７２０万円です。  

竣 工 か ら ３ ３ 年 が た っ て い ま す が 、 前 、 横 の タ イ ル は 見 苦 し く 剥 が れ

て い ま す 。 私 ど も 、 も っ と 古 い 建 物 の タ イ ル で も １ 枚 も 剥 が れ て い ま せ

ん 。 欠 陥 工 事 と 言 わ れ て も 仕 方 が な い か と 思 い ま す 。 行 政 の 入 札 工 事 で

あ る た め 、 そ の と き と し て 十 分 な 価 格 で あ っ た は ず と 思 い ま す 。 こ の 状

態 を 仕 方 な い と 諦 め る の か 、 欠 陥 工 事 と し て 追 求 す る の か 。 町 民 の 税 金

を 使 っ て の 事 業 で す 。 責 任 の 所 在 を 考 え る べ き と 思 い ま す が 、 い か が お

考えですか。  

少なくとも今後の入札業者として認めるべきでないと思います。  

他 に も 行 政 の 入 札 工 事 で 業 者 が 落 札 し 、 丸 投 げ す る 、 こ れ も 認 め る べ

きでないと考えます。  

い ろ い ろ 問 題 が あ ろ う か と 思 わ れ ま す が 、 仕 事 は 責 任 と 結 果 が 大 切 。

今 後 、 駅 周 辺 整 備 事 業 、 工 業 ゾ ー ン 創 出 事 業 の ２ 大 プ ロ ジ ェ ク ト も 控 え

て い ま す 。 行 政 と し て の 後 責 任 も 十 分 考 え 、 契 約 時 の 締 結 事 項 を 細 部 に

至るまで決めておくべきです。いかがお考えですか。  

２、川西町永年在職者表彰について。  

現 在 、 川 西 町 の 永 年 在 職 者 表 彰 は １ ５ 年 と な っ て お り ま す 。 今 後 、 こ

の 年 数 は そ ぐ わ な い の で は 。 理 由 と し て 、 自 営 業 ・ 自 由 業 は 別 と し て 、

一 般 サ ラ リ ー マ ン の 定 年 が ６ ０ 歳 か ら ６ ５ 歳 に 引 き 上 げ ら れ て い ま す 。

ま た 、 年 金 は ６ ５ 歳 ま で 全 額 支 給 さ れ て い ま せ ん 。 な お 、 自 民 党 内 で は

定 年 を ７ ０ 歳 に と 真 剣 に 検 討 さ れ て い ま す 。 現 行 で は 、 本 人 希 望 で ７ ０

歳まで継続して仕事をすると、通常の１ .４倍で支給されます。このこと

から、７０歳定年制になることは容易に推測されます。  

そ う す る と 、 自 治 会 役 員 に な る 人 材 が お お む ね ７ ０ 歳 以 上 と 考 え ら れ

ま す 。 ８ ５ 歳 ま で 健 康 で 役 員 を で き る か が 心 配 で す 。 自 営 業 ・ 自 由 業 の
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方もおおむね同様のことが言えます。  

し た が っ て 、 現 行 表 彰 制 度 を 改 め 、 ５ 年 、 １ ０ 年 で 表 彰 さ れ て は い か

がですか。  

参 考 に 、 表 彰 す る 省 庁 は 異 な る が 、 農 業 委 員 会 は ９ 年 、 民 生 委 員 は ６

年、消防関係は在職年数に対し各名称をつけ、随時表彰しています。  

老 後 、 表 彰 さ れ た こ と を 追 憶 し つ つ 余 生 を 送 る の も 一 興 で は な い で し

ょうか。いかがお考えですか。  

終わります。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長 （ 竹 村 匡 正 君 ）   そ れ で は 、 安 井 議 員 の 御 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

１つ目の御質問、川西町庁舎のタイルの傷みについてでございます。  

近 年 、 建 設 業 界 の 厳 し い 経 営 状 況 な ど を 背 景 に 、 建 設 工 事 の 品 質 に つ

い て 懸 念 を 抱 か ざ る を 得 な い 状 況 が 生 じ て お り 、 建 設 工 事 の 品 質 を 確 保

し 、 発 注 者 を 保 護 す る た め に は 、 技 術 力 の あ る 建 設 業 者 の 選 定 、 適 切 な

監 督 ・ 検 査 は も と よ り 、 目 的 物 引 き 渡 し 後 の 担 保 手 段 と し て 、 必 要 十 分

な 期 間 、 瑕 疵 担 保 責 任 を 問 え る こ と が 必 要 で あ る と も 言 わ れ て お り ま す 。  

一 方 、 議 員 御 指 摘 の 本 町 に お け る 庁 舎 の 外 壁 タ イ ル の 剥 が れ の 施 工 業

者 へ の 瑕 疵 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 現 在 、 我 が 国 の 公 共 工 事 に お け る

瑕 疵 担 保 責 任 に つ い て は 、 民 法 が 定 め る 請 負 者 の 故 意 、 重 過 失 に よ る 瑕

疵 に つ い て は １ ０ 年 と な っ て お り 、 こ の 期 間 中 に は 本 庁 舎 タ イ ル の は 剥

が れ が 確 認 さ れ て い な い こ と か ら 、 議 員 御 指 摘 の 事 案 に つ き ま し て は 、

経年劣化によるものと考えております。  

ま た 、 本 町 と い た し ま し て も 、 ３ ３ 年 が 経 過 す る 庁 舎 や 町 が 保 有 し て

お り ま す 公 共 施 設 を 、 限 ら れ た 財 源 の 中 、 人 口 動 態 、 各 施 設 の 利 用 状 況

を 踏 ま え 、 長 期 的 視 点 に 立 っ た 適 正 な 対 策 を 計 画 的 に 進 め て い く た め 、

川 西 町 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 の 個 別 計 画 を 策 定 す る 準 備 を 進 め て い る

ところでございます。  

次 に 、 一 括 下 請 負 、 い わ ゆ る 丸 投 げ に つ い て で ご ざ い ま す が 、 議 員 の

お 述 べ の と お り 、 建 設 業 法 第 ２ ２ 条 に お い て 、 「 一 括 し て 他 人 に 請 け 負

わ せ て は な ら な い 」 と さ れ て お り 、 一 括 下 請 負 は 、 発 注 者 が 建 設 工 事 の

請 負 契 約 を 締 結 す る に 際 し て 建 設 業 者 に 寄 せ た 信 頼 を 裏 切 る こ と と な る

ことなどから、禁止されております。  

し か し 、 請 け 負 っ た 建 設 工 事 の 主 た る 部 分 を 一 括 し て 下 請 負 さ せ る 場

合 で あ っ て も 、 当 該 下 請 負 さ せ た 部 分 の 施 工 に つ き 実 質 的 に 関 与 し て い

れ ば 、 一 括 下 請 負 に は 該 当 し ま せ ん が 、 単 に 現 場 に 技 術 者 を 置 い て い る

と い う だ け で は 実 質 的 に 関 与 し て い る と は 言 え な い た め 、 一 括 下 請 負 に

該 当 し ま す 。 実 質 的 に 関 与 し て い る と の 判 断 が さ れ る た め に は 、 自 ら 施

工 計 画 の 作 成 、 工 程 管 理 、 品 質 管 理 、 安 全 管 理 、 技 術 的 指 導 等 を 実 際 に

行っていることが必要です。  
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町 発 注 事 業 の 現 状 を 見 ま す と 、 町 内 事 業 者 の 場 合 、 奈 良 県 の 指 名 ラ ン

ク を 参 考 に 町 の ラ ン ク 付 け を 行 い 、 業 者 選 定 等 審 査 会 で の 審 議 を 経 て 指

名 業 者 を 決 定 し 、 入 札 執 行 し て お り ま す が 、 専 門 的 業 種 の 場 合 に お い て

は 、 下 請 で 施 工 せ ざ る を 得 な い 事 業 も あ る こ と か ら 、 下 請 契 約 書 、 施 工

計 画 書 等 の 提 出 書 類 を 審 査 し 、 適 宜 指 導 を 行 い 、 町 内 業 者 育 成 に 取 り 組

ん で お り ま す 。 請 負 業 者 に お き ま し て も 、 元 請 と し て の 責 任 を 持 っ て 事

業に携わっていただきたいと思うところでございます。  

駅 周 辺 整 備 事 業 、 工 業 ゾ ー ン 創 出 事 業 実 施 に 伴 う 事 業 発 注 手 法 に つ い

て は 決 定 し て お り ま せ ん が 、 高 額 な 事 業 費 と な る こ と か ら 、 参 加 業 者 の

経 営 審 査 、 総 合 評 価 値 等 の 入 札 条 件 を 設 定 す る な ど 、 慎 重 か つ 適 正 な 事

業者の選定に努めたいと考えているところでございます。  

今 後 は 、 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 を も と に 、 施 設 ご と に ど の よ う な 老

朽 化 対 策 を 行 っ て い く べ き か 検 討 す る た め 、 利 用 状 況 や 維 持 費 用 等 を 分

析 す る 共 通 チ ェ ッ ク シ ー ト を 作 成 し 、 適 切 に 評 価 し て い く こ と に よ り 、

統 廃 合 を 含 め た 施 設 の 補 修 、 建 替 え の 計 画 を 立 て て い き た い と 考 え て お

ります。  

２ つ 目 の 御 質 問 、 川 西 町 永 年 在 職 者 表 彰 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 現

在 本 町 が 行 っ て お り ま す 功 労 者 等 の 表 彰 に つ き ま し て は 、 川 西 町 表 彰 条

例 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 本 町 の ま ち づ く り に そ れ ぞ れ の 分 野 で 活 躍 し 、

長 年 御 尽 力 い た だ い た 方 に 対 し て 、 そ の 功 績 を た た え る と と も に 、 今 後

ますますの活躍を願い、表彰いたしているところでございます。  

表 彰 さ れ る 方 に つ き ま し て は 、 本 町 を 運 営 す る た め の 重 要 な 役 割 を 担

っ て い た だ い て お り ま す 各 種 団 体 な ど に 加 入 し て い た だ き 、 地 域 に 根 づ

い た さ ま ざ ま な 活 動 に 御 参 加 も い た だ く な ど 、 本 町 の 発 展 を 支 え る 原 動

力 で あ る こ と が 実 感 さ れ る と こ ろ で あ り ま す こ と か ら 、 議 員 御 質 問 の よ

う に 、 表 彰 基 準 に つ き ま し て は 、 今 後 皆 様 方 の 御 意 見 を 参 考 と し な が ら 、

仕組みづくりを検討してまいりたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   安井知子君。  

６番議員（安井知子君）   タイル張りの瑕疵が１０年とは、大変驚きました。

杉、ヒノキ、トガ板を張っても３０年は剥がれないですよ。私以外の町民

の皆様が、川西町庁舎のタイルの剥がれは仕方ないと思われるのでしょう

か。そのような現実で、日本の経済の発展がよくここまで来たと、再度驚

いています。  

最 後 に 、 こ の タ イ ル が い つ ま た 剥 が れ る か わ か ら な い 。 今 後 、 剥 が れ

落ちるとき、人身事故が発生しないか心配です。  

２ 大 プ ロ ジ ェ ク ト を 抱 え る 今 日 、 予 算 の こ と も あ ろ う か と 思 い ま す が 、

改修や修繕を考える余地はあるのではないでしょうか。  

終わります。  
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議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   今、安井議員がお述べになられた心配事につきまし

ては、重々承知しておるところでございます。  

先 ほ ど も 申 し 上 げ ま し た と お り 、 こ れ か ら 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 の

個 別 計 画 を 作 成 す る 予 定 で ご ざ い ま す の で 、 そ う い っ た こ と も 加 味 し な

が ら 、 し っ か り と 検 討 し て ま い り た い と 思 い ま す の で 、 御 理 解 の ほ ど 、

よろしくお願い申し上げます。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   ５番  松村定則君。  

５番議員（松 村定則 君）   おは ようご ざいます。 ５ 番  松村定則で あ り ま す 。

議長の許可を得ましたので、質問させていただきます。  

不登校児童生徒へのサポート体制について。  

平成３０年度文部科学省の児童生徒の問題行動・不登校等についての調

査では、全国小中学生約１６万人が不登校となっています。年間３０日以

上欠席する不登校の児童生徒は年々増加し、今年度、川西小学校では５人、

式下中学校では１０人おり、これも深刻な数字であります。  

子どもの不登校は、学校での人間関係や勉強の問題、家族間の問題、そ

して、一番の難しさは、原因が特定しにくいことにあります。学習障害、

自閉症スペクトラム、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）などの発達障害と

不登校は密接な関係にあるとも聞いております。いじめや嫌がらせについ

ても、発達障害による周囲との協調性の欠如が原因やきっかけになってい

る可能性は大いにあります。集団行動を苦手とする発達障害児にとっては、

学校は恐怖の対象にもなり得ます。  

不登校は、本人が学校へ行きたくないというわけではなく、周囲からの

問題などで不登校になるケースが多く、学校に行けないのは本人が一番つ

らいと思っております。  

本年１０月に就任されました橋本教育長は、長きにわたり教員として、

学校長として、教育研究所でのスーパーバイザーとして県下各地を回られ、

奈良県の教育には造詣が深いと理解しております。  

そこで、川西町の学校教育の現状についてどう捉え、今後の指導方法に

ついてどのように考えておられるか、お伺いいたします。  

以上、よろしくお願いします。  

議   長（伊藤彰夫君）   橋本教育長。  

教  育  長（橋本宗和君）   松村議員の御質問にお答えします。  

ま ず 、 不 登 校 の 全 国 的 な 状 況 か ら 申 し 上 げ ま す と 、 文 部 科 学 省 が １ ０

月 １ ７ 日 に 発 表 し た ２ ０ １ ８ 年 度 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 ・ 不 登 校 等 生 徒 指

導 上 の 諸 課 題 に 関 す る 調 査 結 果 で は 、 病 気 な ど を 含 め た 年 間 ３ ０ 日 以 上

の 長 期 欠 席 を し た 児 童 生 徒 数 が ３ ２ 万 ７ ９ １ 人 と 、 ３ ０ 万 人 を 突 破 し て

お り ま す 。 そ の う ち 、 不 登 校 と は 、 何 ら か の 心 理 的 、 情 緒 的 、 身 体 的 あ
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るいは社会的要因 ･背景により児童生徒が登校しない、あるいはしたくと

も で き な い 状 況 に あ る 者 （ た だ し 、 病 気 や 経 済 的 理 由 に よ る も の を 除 く ）

を指します。この不登校状態にある者が小中学校で１６万４ ,５２８人と、

前 年 度 か ら ２ 万 ４ ９ ７ 人 増 加 し 、 ６ 年 連 続 で 過 去 最 多 を 更 新 し て い ま す 。  

２０年前と比較しますと、児童生徒総数は 約１ ,２００万人から９７０

万人に２割減少しています。しかし、不登校児童生徒数は、１２万７ ,０

００人から１６万４ ,０００人と、約３割増加しています。  

小中学校での不登校の要因については、家庭に係る状況３７ .６％、い

じ め を 除 く 友 人 関 係 を め ぐ る 問 題 ２ ７ .８ ％ 、 学 業 の 不 振 ２ １ .６ ％ が 多

く、さらに、本人に係る要因では、 不安の傾向がある３３ .３％、無気力

の傾向がある２９ .１％が高くなっています。  

こ の よ う な 全 国 的 な 傾 向 の 中 で 、 本 町 の 不 登 校 の 状 況 を 申 し 上 げ ま す

と 、 川 西 小 学 校 の 昨 年 度 の 不 登 校 児 童 数 は ２ 名 で し た 。 小 学 校 に お け る

１ ,０ ０ ０ 人 当 た り の 不 登 校 児 童 数 を 比 較 し て み る と 、 全 国 が ７ .０ 人 、

奈 良 県 が ６ .２ 人 、 川 西 小 学 校 が ５ .０ 人 と な っ て い ま す 。 今 年 度 、 現 時

点 で の 川 西 小 学 校 の 不 登 校 児 童 数 は ３ 名 で す 。 不 登 校 児 童 に 対 し て の サ

ポ ー ト 体 制 と し て は 、 校 内 進 路 保 障 委 員 会 で 検 討 し て 基 本 方 針 を 決 め 、

担 任 、 子 ど も と 親 の 相 談 員 、 人 権 教 育 推 進 教 員 、 養 護 教 諭 、 ス ク ー ル カ

ウ ン セ ラ ー 等 が 連 携 し な が ら 、 当 該 児 童 の 心 の ケ ア や 保 護 者 と の 面 談 を

行 い 、 場 面 に よ っ て は 居 場 所 づ く り を 積 極 的 に 行 い な が ら 、 自 立 に 向 け

た取り組みを進めているところです。  

一 方 、 式 下 中 学 校 の 昨 年 度 の 不 登 校 生 徒 数 は １ １ 名 で し た 。 中 学 校 に

おける１ ,０００人当たりの不登校生徒数を比較してみると、全国が３６ .

５ 人 、 奈 良 県 が ３ ３ .３ 人 、 式 下 中 学 校 が ３ ２ .０ 人 と な っ て い ま す 。 今

年 度 、 現 時 点 で の 式 下 中 学 校 の 不 登 校 生 徒 数 は １ １ 名 で す 。 中 学 校 で は 、

不 登 校 生 徒 へ の サ ポ ー ト 体 制 と し て 、 心 の 教 室 相 談 員 、 人 権 教 育 推 進 教

員 、 養 護 教 諭 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 等

が担任教諭と連携・協働しながら、その体制を整えています。  

ま た 、 当 該 生 徒 へ の 指 導 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 別 室 登 校 の で き る 教

室 「 Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ 」 を 確 保 し 、 複 数 名 の 別 室 登 校 が で き る よ う に し て い ま す 。

そ の た め の 支 援 策 と し て 、 臨 床 心 理 学 を 専 攻 す る 大 学 生 や 教 員 を 目 指 す

大 学 生 を 不 登 校 支 援 ス タ ッ フ と し て 採 用 し 、 通 常 の 教 室 で は な く 、 別 室

登校での教科学習の支援に充てています。  

学 校 で の 対 応 は 以 上 で す が 、 社 会 教 育 分 野 に お き ま し て は 、 す ば る 子

ど も セ ン タ ー の 施 設 を 利 用 し て 、 午 前 中 等 の 時 間 帯 に 不 登 校 支 援 事 業 、

子 ど も の 居 場 所 ・ 川 西 町 フ リ ー ス ペ ー ス 「 き ら り 」 を 開 設 し 、 対 象 児 童

の 特 性 に 合 っ た 、 自 然 体 で 過 ご せ る 体 験 活 動 中 心 に 取 り 組 み を 進 め て い

ま す 。 こ の 「 き ら り 」 へ の 受 け 入 れ は 、 年 度 初 め に 「 子 ど も セ ン タ ー だ

よ り 」 を 全 て の 子 ど も に 配 布 し て 、 保 護 者 か ら の 連 絡 に よ り 対 応 し て い
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ま す 。 今 年 度 は 男 子 児 童 １ 名 が 入 所 し 、 学 校 や 保 護 者 と の 相 談 を も と に

活動を展開しています。  

こ の よ う に 、 本 町 に お け る 不 登 校 児 童 生 徒 へ の サ ポ ー ト 体 制 は 、 そ の

渦 中 で 困 り 、 葛 藤 を 続 け る 児 童 生 徒 に 対 し て 、 繊 細 な 心 的 理 解 と ぬ く も

り の あ る か か わ り に よ っ て 進 め ら れ て い ま す 。 議 員 御 指 摘 の よ う に 、 不

登 校 の 原 因 は 特 定 化 で き る も の で は な く 、 さ ま ざ ま な 要 因 が 絡 み 合 い 、

動 け な い 状 況 に あ る も の と 理 解 し て い ま す 。 一 人 一 人 の ケ ー ス に は 違 い

が あ り ま す が 、 今 後 も 的 確 な ア セ ス メ ン ト と カ ウ ン セ リ ン グ や コ ー チ ン

グ 等 の 心 理 教 育 的 援 助 を 大 切 に し な が ら 、 当 該 児 童 生 徒 の 心 的 エ ネ ル ギ

ー を 高 め て い く サ ポ ー ト 体 制 を 継 続 ・ 強 化 し て い き た い と 考 え て い ま す 。  

最 後 に 、 議 員 御 質 問 の 本 町 教 育 の 現 状 と 今 後 の 指 導 方 法 に つ い て 、 私

の所見を述べさせていただきます。  

川 西 町 で は 、 夢 と 希 望 に あ ふ れ 、 生 き 生 き と し た 子 ど も の 育 成 を 目 指

し 、 豊 か な 人 間 性 と 創 造 力 を 備 え 、 知 ・ 徳 ・ 体 の 調 和 の と れ た 子 ど も の

育 成 を 指 導 の 重 点 と し て 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。 児 童 生 徒 の 確 か な 学

力 、 豊 か な 人 間 性 、 た く ま し い 心 身 の 育 成 に は 、 学 校 と 地 域 、 家 庭 と の

連 携 ・ 協 働 が 不 可 欠 で す 。 今 年 度 の 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 の 結 果 は 、

国 語 、 算 数 と も に 県 、 全 国 平 均 を 上 回 っ て い ま す 。 さ ら に 、 児 童 質 問 紙

に お い て は 、 「 １ 、 先 生 は 、 あ な た の よ い と こ ろ を 認 め て く れ て い ま す

か 」 、 「 ２ 、 人 が 困 っ て い る と き は 、 進 ん で 助 け て い ま す か 」 、 「 ３ 、

学 級 生 活 を よ り よ く す る た め に 学 級 会 で 話 し 合 い 、 互 い の 意 見 の よ さ を

生 か し て 解 決 方 法 を 決 め て い ま す か 」 と い う ３ 項 目 に お い て 、 極 め て 高

い 肯 定 的 評 価 が 示 さ れ て い ま す 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 子 ど も た ち は 人 と

人 と の 関 係 の 中 で 、 豊 か に 、 そ し て た く ま し く 育 っ て い る 状 況 に あ る と

推察します。  

私 の 教 育 ビ ジ ョ ン と し ま し て は 、 １ 、 思 い や り の あ る 優 し い 子 を 育 て

る 、 ２ 、 未 来 を 切 り 開 く Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 能 力 を 高 め る 、 ３ 、 グ ロ ー バ ル 社 会

を 生 き る 言 語 活 動 の 充 実 を 図 る 、 以 上 ３ 点 を 具 体 的 に 進 め な が ら 、 ふ る

さと川西を大事に見詰めていきたいと考えています。  

今 後 と も 川 西 町 の 教 育 に 御 支 援 と 御 協 力 を 切 に お 願 い を し て 、 答 弁 を

終えさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   松村定則君。  

５番議員（松村定則君）   御回答ありがとうございます。  

小 中 学 校 と も 多 く の 教 員 ・ 職 員 の 配 置 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。 教 育

長 の 専 門 性 を 発 揮 し 、 積 極 的 に 教 育 現 場 に か か わ っ て こ ら れ た こ と 、 こ

れからも期待いたしております。  

そこで、一つ御提案があります。  

オリィ研究所が開発した分身ロボット「 OriHime」を御存じでしょうか。

身 体 的 入 院 や 不 登 校 、 肢 体 不 自 由 な ど に よ り 教 育 を 受 け る 機 会 を 失 わ ず
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に 、 誰 も が 等 し く 教 育 を 受 け る 権 利 を 守 る た め に 開 発 さ れ ま し た 。 フ リ

ー ス ク ー ル や 特 別 支 援 学 校 、 私 立 小 学 校 な ど で 少 し ず つ 導 入 例 が ふ え て

き て お り 、 奈 良 県 の あ る 小 学 校 で は 、 不 登 校 の 子 ど も さ ん へ の 活 用 事 例

の報告もあります。  

分 身 ロ ボ ッ ト と い う 一 つ の ツ ー ル を 御 提 案 し て 、 私 の 一 般 質 問 を 終 了

したいと思います。  

議   長（伊藤彰夫君）   橋本教育長。  

教  育  長（橋本宗和君）   ありがとうございます。今、議員から御提案のあっ

た OriHimeは、吉藤健太朗君がつくっています。吉藤健太朗君は、奈良県

で生まれ育って、小学校５年生から不登校になり、そして、その後、王寺

工業に進み、そして早稲田大学で研究を進めて、今、世界の３０人の若者

に選ばれました。私は父親とは友人でありまして、 OriHimeそのものも実

際に触らせてもらったことがあります。議会にも国会にも OriHimeを持っ

ていっているという状況が出てきていますので、今後、不登校支援を初め、

いろいろな場所でこの OriHimeを活用して、本当に困っている子、動けな

い子がこれを通じて学習や社会的自立に向けて進んでいけたらいいなとい

うふうに私も思っているところです。  

ありがとうございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   ７番  福西広理君。  

７番議員（福西広理君）   おはようございます。７番  福西広理でございます。

事 前 通 告 書 ど お り 、 中 央 体 育 館 及 び ふ れ あ い セ ン タ ー の 避 難 所 対 策 整 備

事業について質問いたします。  

さ き の ９ 月 定 例 議 会 に お い て も 承 認 さ れ ま し た ２ つ の 事 業 で す が 、 中

央 体 育 館 に 関 し て は 、 工 事 の 日 程 が 施 設 管 理 者 で あ る 川 西 ス ポ ー ツ ク ラ

ブ に 伝 え ら れ て お ら ず 、 利 用 者 の 方 へ も 周 知 が で き な い 状 況 に あ る と 聞

い て お り ま す 。 ふ れ あ い セ ン タ ー に お い て も 同 様 に 、 住 民 さ ん か ら の 問

い 合 わ せ が 私 の も と へ 入 っ て お り ま す 。 こ れ ら の 工 事 の 計 画 、 進 捗 状 況

をお示しください。  

ま た 、 こ の ２ カ 所 は 災 害 時 の 避 難 所 に 指 定 さ れ て い ま す が 、 工 事 期 間

中 に 大 規 模 災 害 が 発 生 し た 場 合 の 避 難 計 画 は ど の よ う に な っ て い る の か 、

お示しください。  

３ 点 目 は 、 川 西 町 公 共 施 設 総 合 管 理 計 画 を 本 年 度 に 改 定 さ れ る こ と に

な っ て い ま す が 、 今 回 の 工 事 に よ り 、 計 画 策 定 へ の 影 響 は あ る の か を お

示しください。  

以上３点について、御回答をお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   橋本教育長。  

教  育  長（橋本宗和君）   福西議員の中央体育館及びふれあいセンター避難所

対策工事に係る御質問にお答えします。  

ま ず 、 当 該 工 事 に つ い て の 関 係 団 体 な ど へ の 連 絡 に つ い て で ご ざ い ま
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す が 、 中 央 体 育 館 工 事 に つ い て は 、 今 年 度 当 初 に 当 該 避 難 所 対 策 工 事 を

始 め る 旨 、 指 定 管 理 者 に も ま ず は 口 頭 に よ り お 伝 え い た し ま し た 。 続 い

て ７ 月 ご ろ か ら 周 知 ポ ス タ ー を 掲 示 し 、 利 用 者 に も 周 知 さ せ て い た だ い

たところでございます。  

ふ れ あ い セ ン タ ー に つ き ま し て も 同 様 に 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 通 じ

て 利 用 者 の 皆 様 に 事 前 周 知 を 行 い 、 そ の 上 で 、 工 事 に つ き ま し て は 、 ９

月議会において御承認をいただき、実施しているところでございます。  

工 事 の 進 捗 管 理 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 工 事 の 実 施 に 際 し て は 、 中

央 体 育 館 及 び ふ れ あ い セ ン タ ー の 工 事 に 係 る 工 程 な ど を 一 括 し て 管 理 す

る 会 議 を 開 催 し て お り ま す 。 こ の 工 程 会 議 は 、 役 場 工 事 担 当 職 員 、 指 定

管 理 者 、 当 該 施 設 担 当 職 員 、 工 事 監 理 業 者 を 出 席 者 と し て 、 毎 週 金 曜 日

に 中 央 体 育 館 現 場 事 務 所 に て 開 催 し て お り ま す 。 中 央 体 育 館 に つ き ま し

て は 、 指 定 管 理 者 で あ る 川 西 ス ポ ー ツ ク ラ ブ か ら 施 設 側 の 管 理 運 営 に 関

す る 意 見 を 出 し て い た だ き 、 工 事 の 進 捗 度 合 い に 応 じ た 調 整 を し て い た

だいております。  

ま た 、 ふ れ あ い セ ン タ ー に お い て も 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 運 営 管 理

担 当 が 出 席 し 、 同 じ く 工 事 の 進 捗 度 合 い に 応 じ た 当 該 セ ン タ ー の 事 業 運

営 へ の 支 障 が 最 小 限 に な る よ う 、 調 整 を し て い た だ い て お り ま す 。 工 事

監 督 員 と し て 、 教 育 委 員 会 職 員 並 び に 参 与 、 参 事 、 工 事 監 理 者 と し て 岩

崎 建 築 設 計 事 務 所 、 施 工 者 と し て 新 栄 電 設 工 業 が そ れ ぞ れ 出 席 し 、 工 事

施工の技術面での確認等を行っております。  

工 程 会 議 で は 、 工 事 に つ い て 、 施 工 業 者 や 監 理 業 者 か ら の 説 明 を 受 け 、

そ れ ぞ れ の 出 席 者 の 立 場 か ら の 工 程 に つ い て の 意 見 や 質 問 等 の 検 討 ・ 協

議 を 行 い 、 各 所 の 事 業 運 営 に な る べ く 影 響 が 出 な い よ う 、 調 整 を 図 っ て

おります。  

ま た 、 施 工 者 側 か ら タ イ ト な 工 程 が 出 て く る よ う な 場 合 が あ れ ば 、 住

民 の 皆 様 へ の 周 知 期 間 を 考 慮 し た 上 で 、 工 程 会 議 の 中 で 検 討 ・ 調 整 を 行

っております。  

以 上 の よ う な 形 態 で 、 各 関 係 機 関 及 び 住 民 の 皆 様 へ の 周 知 ・ 連 絡 に は

留意しながら、工事の進捗を行っておるところでございます。  

な お 、 両 工 事 に つ い て は 、 今 年 度 中 の 竣 工 を 目 指 し 、 施 工 管 理 を 進 め

ておりますので、御理解と御協力のほど、よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   それでは、私からは、２つ目、３つ目の御質問にお

答えいたします。  

２ つ 目 の 御 質 問 、 避 難 所 の 工 事 期 間 中 に お け る 災 害 に 対 す る 避 難 計 画

に つ い て の 御 質 問 で ご ざ い ま す が 、 ま ず 、 本 工 事 は 避 難 所 対 策 整 備 事 業

で あ る こ と か ら 、 本 町 に お い て 一 番 リ ス ク の 高 い 災 害 で あ り ま す 水 害 の

時期を外す工期を設定しております。  
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ま た 、 工 事 期 間 中 に お け る 施 工 業 者 が 使 用 す る 仮 設 事 務 所 及 び 仮 設 ト

イ レ を 災 害 時 に 避 難 者 が 利 用 す る こ と に つ い て 承 諾 を い た だ い て お り ま

す。  

中 央 体 育 館 に つ き ま し て は 、 工 事 期 間 中 で も ア リ ー ナ の 使 用 は 全 面 可

能 と な っ て お り 、 ト イ レ は 屋 外 ト イ レ が 利 用 で き る こ と や 、 屋 内 に あ る

２ カ 所 の ト イ レ 工 事 を 交 互 に 行 う よ う 事 前 調 整 し て お り 、 災 害 時 に お け

る避難所としての利用は可能と考えております。  

次 に 、 ふ れ あ い セ ン タ ー に つ き ま し て は 、 工 事 内 容 か ら 、 大 広 間 な ど

各 施 設 の 利 用 は 可 能 と 考 え て お り 、 ト イ レ に つ き ま し て も 、 工 事 を 行 わ

な い 風 呂 場 の ト イ レ は 常 時 利 用 い た だ け る こ と か ら 、 こ ち ら も 避 難 所 と

して利用していただけるものと考えております。  

し か し な が ら 、 ふ れ あ い セ ン タ ー に つ き ま し て は 、 ロ ビ ー 天 井 の 工 事

期 間 中 に は 、 出 入 り 口 付 近 に 足 場 な ど が 設 置 さ れ る こ と か ら 、 入 室 に つ

い て は 正 面 玄 関 か ら で は な く 、 事 務 所 の 通 用 口 な ど を 利 用 す る こ と も 想

定 さ れ る た め 、 状 況 に よ っ て は 、 梅 戸 体 育 館 、 中 央 体 育 館 へ の 誘 導 も 考

えております。  

で き る 限 り 防 災 へ の 対 応 を 進 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、

本 事 業 は 住 民 の 安 心 安 全 の た め の 整 備 事 業 で あ る こ と を 御 理 解 い た だ き 、

御協力をお願いしたいと考えております。  

３ つ 目 の 避 難 所 整 備 事 業 に 伴 う 川 西 町 公 共 施 設 管 理 計 画 へ の 影 響 に つ

い て の 御 質 問 で ご ざ い ま す が 、 川 西 町 公 共 施 設 管 理 計 画 の 策 定 に は 、 多

岐 に わ た る 公 共 施 設 な ど の 現 状 把 握 に 加 え 、 全 庁 的 な 取 り 組 み 体 制 の 構

築 や 、 技 術 的 ・ 専 門 的 な 観 点 か ら の 分 析 が 必 要 と な る な ど 、 さ ま ざ ま な

課題がございます。  

町 と い た し ま し て は 、 ス ク ラ ッ プ ・ ア ン ド ・ ビ ル ド も 視 野 に 入 れ な が

ら 、 健 全 な 財 政 運 営 と 調 和 を 図 り 、 次 の 世 代 に 安 全 な 施 設 や イ ン フ ラ を

残 せ る よ う 、 実 効 性 の あ る 計 画 の 策 定 に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て い る と

ころでございます。  

そ こ で 、 議 員 御 質 問 の 現 在 進 め て お り ま す 避 難 所 対 策 整 備 事 業 に つ き

ま し て も 、 計 画 策 定 に 影 響 が あ る こ と か ら 、 現 在 、 担 当 者 レ ベ ル で 計 画

策 定 の 準 備 を 進 め て い る と こ ろ で は ご ざ い ま す が 、 中 央 体 育 館 及 び ふ れ

あ い セ ン タ ー の 整 備 が 完 了 い た し ま す 次 年 度 に 実 施 す る べ く 、 再 検 討 い

たしているところでございます。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西広理君。  

７番議員（福西広理君）   御答弁ありがとうございます。  

ま ず 、 避 難 所 と し て の 機 能 は 、 工 事 期 間 中 も 利 用 可 能 で あ る と い う こ

と で 理 解 い た し ま し た 。 し か し 、 地 域 住 民 の 皆 さ ん か ら 、 工 事 期 間 中 に

大 規 模 災 害 が 起 き た 場 合 、 ど こ へ 逃 げ れ ば よ い の か と い っ た 不 安 の 声 も
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上 が っ て お り ま す の で 、 広 報 誌 へ の 掲 載 、 近 隣 自 治 会 へ の 周 知 等 、 さ ら

に情報発信をお願いいたします。  

次 に 、 施 設 管 理 者 と 利 用 者 へ の 通 知 状 況 に つ い て で す が 、 １ ０ 月 以 降

は 工 程 会 議 を 毎 週 開 催 し 、 適 宜 情 報 交 換 を 行 っ て い た だ い て い る と い う

こ と は 理 解 で き ま し た の で 、 引 き 続 き 早 期 の 竣 工 を 目 指 し て 取 り 組 ん で

いただくことをお願いいたします。  

御 答 弁 の 中 で 、 私 も 質 問 の 最 初 に 申 し 上 げ て し ま っ た ん で す が 、 ９ 月

議 会 に お い て 承 認 と い う こ と な ん で す け ど 、 ９ 月 議 会 で 承 認 し た の は 、

あ く ま で も 施 工 業 者 の 選 定 で あ り ま し て 、 工 事 自 体 は 前 の ３ 月 議 会 の 当

初 予 算 で 承 認 さ れ て お り ま す 。 工 事 日 程 の 細 か い 部 分 の 調 整 等 は 施 工 業

者 と の 打 ち 合 わ せ が 必 要 で あ る た め に 、 後 手 に な っ て も 仕 方 な い か と は

思 う ん で す け れ ど も 、 も っ と 大 ま か な 方 針 、 施 設 の 通 常 業 務 は ど こ で 行

う の か な ど 、 ま た 、 利 用 者 さ ん が ほ か の 施 設 で 活 動 で き る 場 所 を 探 す な

ど の 大 ま か な 方 針 と い う の は ３ 月 議 会 で 決 ま っ て か ら も っ と 時 間 が あ っ

た の で 、 大 ま か な 部 分 と い う の は も う 少 し 早 い 段 階 で 決 め て お け た の で

はないかと考えます。  

ふ れ あ い セ ン タ ー に お い て は 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー と し て 日 々 多 く の

方 が い つ で も 気 軽 に 利 用 で き 、 子 育 て の 相 談 に 乗 っ て も ら え る 場 と し て

有 効 に 機 能 し て い ま す 。 中 央 体 育 館 に お い て も で す が 、 利 用 者 さ ん の 立

場 に な っ て し っ か り と し た 対 応 を と っ て い た だ く よ う お 願 い い た し ま す 。  

次 に 、 公 共 施 設 管 理 計 画 の 影 響 に つ い て で す が 、 御 答 弁 で 、 今 回 の 工

事 で 影 響 が あ る の で 、 策 定 が 次 年 度 ヘ 持 ち 越 さ れ る か も し れ な い と い う

ふ う に 捉 え ま し た が 、 こ れ は 考 え 方 の 順 番 が 逆 で は な い か と 思 い ま す 。

管 理 計 画 に の っ と っ て 工 事 を 行 い 、 次 の 世 代 に 安 全 な 施 設 や イ ン フ ラ を

残 す と い う の が 本 筋 で 、 工 事 を 行 っ て か ら 管 理 計 画 を つ く り 直 す と い う

のは、本末転倒ではないのかと思います。  

今 回 の ２ カ 所 の 避 難 所 対 策 整 備 事 業 は 、 い わ ゆ る 緊 防 債 の 活 用 の た め

本 年 度 中 に 行 っ た と い う こ と は 一 定 の 評 価 は い た し ま す が 、 川 西 町 の 人

口 が ま す ま す 減 少 し て い く 中 で 、 過 度 な 投 資 は し て い な い か な ど の 検 証 、

い わ ゆ る フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト を し っ か り と 行 う 必 要 が あ り 、 そ の

た め に も 、 今 回 の 公 共 施 設 管 理 計 画 の 改 定 は 重 要 な 位 置 づ け に な っ て く

ると思います。  

先 ほ ど 御 答 弁 い た だ い た と お り 、 全 庁 的 な 取 り 組 み 体 制 の 構 築 や 技 術

的 ・ 専 門 的 な 観 点 か ら の 分 析 が 必 要 と い う こ と で す の で 、 専 門 家 、 有 識

者 な ど 外 部 人 材 の 活 用 や 、 専 門 部 署 の 新 た な 設 置 、 職 員 の 人 材 育 成 な ど 、

さ ま ざ ま な 方 法 を 模 索 し て 、 川 西 町 公 共 施 設 総 合 管 理 計 画 の 改 定 に 取 り

組 ん で い た だ き た い と 思 い ま す が 、 こ の フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト の 観

点から、改めて町長の今後の方針をお聞かせいただけますでしょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  
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町   長（竹村匡正君）   まず最初に、大規模災害が起きたとき、こういった

工 事 期 間 中 、 住 民 さ ん が 不 安 に 思 わ れ る の で は な い か と い う こ と に つ き

ま し て は 、 議 員 が お 述 べ の と お り で ご ざ い ま す 。 今 後 、 し っ か り と 関 係

機関と検討して、周知できるように進めたいと思っております。  

次 に 、 こ の 工 事 に 関 し ま し て 、 年 度 当 初 か ら 話 を し て 、 管 理 者 ま た 運

営 管 理 担 当 者 に 説 明 で き た の で は な い か と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 先

ほ ど の 教 育 長 か ら の 答 弁 の と お り 、 年 度 当 初 に 口 頭 に て は 説 明 し て お り

ま し た が 、 お っ し ゃ る と お り 、 利 用 者 の 立 場 に 立 っ て 、 も う 少 し 丁 寧 な

説 明 が 必 要 だ っ た か も し れ ま せ ん 。 今 後 同 様 の ケ ー ス が ご ざ い ま し た ら 、

しっかりと対応させていただきたいなと思っております。  

最 後 に 、 そ も そ も こ う い っ た 修 繕 工 事 に つ い て は 、 計 画 が あ っ て 、 後

に 工 事 を 進 め る こ と が 本 筋 で は な い か と い う こ と で ご ざ い ま す 。 ま さ し

く お っ し ゃ る と お り な の で ご ざ い ま す が 、 今 回 に つ き ま し て は 、 議 員 も

お っ し ゃ る と お り 、 有 利 な 起 債 で ご ざ い ま す 緊 防 債 、 い わ ゆ る 緊 急 防

災 ・ 減 災 事 業 債 を 借 り 入 れ る こ と に よ っ て 、 大 半 が 地 方 交 付 税 で 返 っ て

く る と い う 起 債 な ん で す け れ ど も 、 こ の 期 限 が 迫 っ て お る 中 、 緊 急 的 に

今回の対応をさせていただいた次第でございます。  

今 後 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど か ら 申 し て お り ま す 総 合 管 理 計 画 が ご ざ

い ま す の で 、 そ れ に 基 づ い て や っ て い き た い と 思 っ て お り ま す 。 御 理 解

のほど、よろしくお願い申し上げます。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西広理君。  

７番議員（福西広理君）   ありがとうございます。施設の管理ということに関

し ま し て は 、 先 ほ ど 安 井 議 員 の 質 問 で も 取 り 上 げ ら れ ま し た よ う に 、 大

変 重 要 な 案 件 で あ り ま す の で 、 引 き 続 き 議 論 を 続 け な が ら 、 毎 回 申 し 上

げ ま す が 、 次 世 代 に 負 担 を 残 さ な い 施 設 管 理 、 フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン

ト を 行 っ て い た だ く こ と を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 私 の 一 般 質 問 を 終 了

させていただきます。  

議   長（伊藤彰夫君）   ２番  弓仲利博君。  

２番議員（弓仲利博君）   おはようございます。それでは、よろしくお願いい

たします。  

我 が 国 の 構 造 的 な 問 題 で あ る 少 子 高 齢 化 に 向 け て 、 「 希 望 を 生 み 出す

強 い 経 済 」 、 「 夢 を つ む ぐ 子 育 て 支 援 」 、 「 安 心 に つ な が る 社 会 保 障 」

の 新 ・ 三 本 の 矢 の 実 現 を 目 的 と す る １ 億 総 活 躍 社 会 の 実 現 が ２ ０ １ ６ 年

の ６ 月 に 閣 議 決 定 さ れ 、 そ れ を 踏 ま え て 川 西 町 で は 、 ２ ０ １ ７ 年 に 川 西

町 第 ３ 次 総 合 計 画 で 、 住 民 と 行 政 が 思 い 描 く １ ０ 年 後 の 将 来 像 と し て 、

「 安 心  す く す く  豊 か な 心 を 育 む “か わ に し ”」 を 定 め 、 人 ・ 企 業 に 魅 力

あ る 、 子 ど も ・ 子 育 て し て い る 人 に や さ し い 、 安 心 し て 暮 ら せ る 、 地 域

とともにつくるまちづくりに取り組んで約３年がたちました。  



 - 26 - 

そ こ で 、 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り の 中 の 社 会 保 障 に つ い て 質 問さ

せていただきます。  

経 済 状 況 や 雇 用 形 態 の 変 化 に よ り 、 所 得 の 低 下 や 若 者 、 中 高 年 の 失業

率 の 増 加 な ど に よ り 、 国 民 健 康 保 険 税 収 入 額 が 減 少 し て い る 中 、 我 が 川

西 町 で は 、 住 民 の 健 康 意 識 向 上 の 推 進 、 国 民 年 金 制 度 の 周 知 の 推 進 、 生

活保護の相談窓口の円滑化の方針を立ててから３年がたったわけです。  

数 値 化 ・ 評 価 の 難 し い 分 野 で は あ り ま す が 、 現 在 の 状 況 と 町 長 御 自身

の評価と今後の展望についてお聞かせください。  

よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   弓仲議員の御質問、「安心して暮らせるまちづくり

の社会保障について」にお答えいたします。  

ま ず 、 国 民 健 康 保 険 制 度 は 、 各 市 町 村 と も 、 議 員 の 仰 せ の と お り 、 保

険 税 収 入 が 減 少 傾 向 に あ る 中 、 奈 良 県 で は 、 財 政 基 盤 を 強 化 し 、 国 保 運

営 の 安 定 化 を 図 る た め 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 都 道 府 県 単 位 化 と な り 、 現 在 、

令 和 ６ 年 度 に 県 内 市 町 村 の 保 険 料 水 準 を 統 一 す る た め に 、 県 と 市 町 村 が

協議を進めております。  

こ の よ う な 中 、 平 成 ２ ９ 年 に 策 定 い た し ま し た 第 ３ 次 総 合 計 画 に お い

て 社 会 保 障 の 施 策 の 取 り 組 み 方 針 と し て 、 住 民 の 健 康 意 識 の 向 上 の 推 進 、

国 民 年 金 制 度 の 重 要 性 と 制 度 の 周 知 の 推 進 、 生 活 保 護 の 相 談 窓 口 の 円 滑

化という３項目を立てたところでございます。  

１ つ 目 の 住 民 の 健 康 意 識 の 向 上 の 推 進 の 現 状 で ご ざ い ま す が 、 本 町 の

国 民 健 康 保 険 は 、 高 齢 者 の 加 入 割 合 が 増 え 、 さ ら に 高 度 医 療 の 進 歩 や 生

活 習 慣 病 患 者 の 増 加 に 伴 い 、 医 療 費 が 増 加 傾 向 に ご ざ い ま す 。 そ こ で 、

疾 病 予 防 に 重 点 を 置 い た 健 康 診 査 の 奨 励 や 健 診 後 の 結 果 相 談 会 や 健 康 相

談 の 実 施 、 健 診 結 果 か ら 読 み 取 れ る 疾 病 予 防 の ポ イ ン ト 等 の 解 説 な ど に

注力することで、住民の健康意識の向上に努めております。  

実 績 と い た し ま し て は 、 結 果 相 談 会 の 参 加 者 が 毎 年 約 ７ ０ 名 、 健 康 相

談 は 年 間 約 ８ ０ 名 の 方 が 御 利 用 さ れ て お り ま す 。 ま た 、 重 篤 な 方 へ の 早

期 受 診 勧 奨 に つ い て は 、 該 当 さ れ る 方 全 員 に 電 話 な ど で 実 施 し 、 一 日 で

も早く受診していただけるように支援しております。  

そ の ほ か に も 、 内 臓 脂 肪 型 肥 満 、 い わ ゆ る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム

該当者への保健指導の実施なども行っております。  

次 に 、 国 民 年 金 制 度 の 重 要 性 と 制 度 の 周 知 の 推 進 で す が 、 町 広 報 や フ

ェ イ ス ブ ッ ク を 活 用 し 、 周 知 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 今 年 度 は 、

年６回の周知を予定しております。  

そ こ で 、 今 年 度 の 周 知 内 容 と し て は 、 保 険 料 の 免 除 や 納 付 猶 予 の 手 続 、

令 和 元 年 １ ０ 月 １ 日 よ り 実 施 さ れ ま し た 年 金 生 活 者 支 援 給 付 制 度 の 案 内

な ど を 掲 載 い た し ま し た 。 実 際 の 窓 口 対 応 に つ い て は 、 ２ ０ 歳 へ の 年 齢
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到 達 や 、 就 職 に よ り 厚 生 年 金 へ の 移 行 、 離 職 に よ る 国 民 年 金 へ の 加 入 な

ど で あ る た め 各 年 度 で ば ら つ き が あ り 、 広 報 等 の 回 数 が 唯 一 の 指 標 と な

っ て お り ま す 。 手 続 の 事 務 と し て は 、 年 金 機 構 と の 連 携 に よ り 、 機 構 か

ら 送 付 さ れ ま し た 書 類 に 関 す る 問 い 合 わ せ や 記 入 方 法 の 相 談 に 迅 速 か つ

丁寧に対応するように指導しております。  

ま た 、 国 民 年 金 保 険 料 の 納 付 状 況 を 見 ま す と 、 平 成 ３ ０ 年 度 分 の 保 険

料 の 収 納 率 で は 、 奈 良 県 全 体 で の 収 納 率 は ７ ２ .８ ％ で 、 川 西 町 は ７ ６ .

５％であったので、川西町が県平均より３ .７％高い収納率となっており、

広報等による周知や窓口対応での効果と捉えております。  

次 に 、 生 活 保 護 の 相 談 窓 口 の 円 滑 化 で ご ざ い ま す が 、 令 和 元 年 １ １ 月

末 現 在 の 保 護 世 帯 数 は ９ ０ 世 帯 と な っ て お り 、 申 請 等 の 状 況 に つ い て は 、

平 成 ３ ０ 年 度 の 相 談 件 数 は ９ 件 で 、 う ち ５ 件 が 新 規 の 保 護 決 定 と な り 、

令 和 元 年 度 は 、 １ １ 月 末 時 点 で 相 談 件 数 が １ １ 件 で 、 う ち ５ 件 が 新 規 保

護の決定となっております。  

実 施 主 体 で あ る 県 の 中 和 福 祉 事 務 所 の ケ ー ス ワ ー カ ー と の 連 携 は も と

よ り 、 住 民 か ら の 相 談 対 応 だ け で は な く 、 町 の ほ か の 窓 口 で 確 認 さ れ た

生 活 不 安 が 見 受 け ら れ る 住 民 等 へ の ア プ ロ ー チ を 行 う な ど 、 連 携 を と り

な が ら 、 貧 困 世 帯 を 見 逃 さ な い よ う 取 り 組 ん で い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

以 上 が 総 合 計 画 に お け る ３ つ の 取 り 組 み 方 針 の 現 状 で ご ざ い ま す が 、

ど の 項 目 と も 総 合 計 画 で の 指 標 は 達 成 し て お り 、 一 応 の 評 価 は い た だ け

るものと考えております。  

し か し 、 社 会 保 障 は 住 民 の 皆 様 が 安 心 し て く ら し て い た だ け る 根 幹 で

あ る と 考 え て お り ま す の で 、 今 ま で の 進 捗 状 況 な ど の 内 容 を 踏 ま え 、 急

速 な 少 子 高 齢 化 や 人 口 減 少 に 立 ち 向 か え る よ う に 、 ま た 、 町 民 の 皆 様 方

が 自 立 生 活 を 営 め る よ う 、 生 活 保 護 制 度 や 国 民 年 金 制 度 の 周 知 、 国 民 健

康 保 険 制 度 を 安 定 し て 維 持 し て い く た め に も 重 要 な 疾 病 予 防 に 力 点 を 置

く健康意識の向上に努めてまいりたいと考えております。  

そ の た め に 、 今 後 の 展 望 と し て は 、 健 診 ば か り で は な く 、 軽 ス ポ ー ツ

の 慫 慂 な ど の 、 高 齢 者 だ け で は な く 幅 広 い 年 代 層 の 体 力 づ く り 、 そ の 他

総合的な面での健康意識の向上を考えていければと考えております。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   弓仲利博君。  

２番議員（弓仲利博君）   ありがとうございました。  

今 の 現 状 に 満 足 す る こ と な く 、 施 策 を 一 歩 ず つ 着 実 に 進 め て い た だ き

た い と 思 い ま す 。 一 生 懸 命 に 取 り 組 み 、 結 果 の 出 て い る 部 分 は 住 民 の 皆

さ ん に 大 い に ア ピ ー ル を し て 、 ま た 、 評 価 す る こ と が 役 場 職 員 の み ん な

の や る 気 、 モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ と な り 、 ま す ま す の 好 結 果 に つ な が る

も の で あ る と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま し て 、 私 の 質 問 を

終わらせていただきます。  
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議   長（伊藤彰夫君）   次に、４番  堀格君。  

４番議員（堀   格君）   堀でございます。よろしくお願いいたします。  

コミュニティバスの活用につきまして、お考えをお伺いしたいと思いま

す。  

現在、川西町には、川西町が運行しておりますこすもす号と、それと天

理市が運行しておりますいちょう号、この２種類があるわけでありますが、

いちょう号につきましては、総務省が進めております地方における人口の

定住を図ろうということで、定住自立圏構想というのができまして、その

もとにスタートしたわけであります。その狙いとするところは、川西町の

ホームページを見ていただけば載っておりますが、文言としては、 天理市

内にあります医療施設、公共施設、商業施設など都市機能を 広域的に利用

することができ、高齢者等交通弱者の移動手段の確保というふうにうたわ

れているところであります。  

川西町では、特に総合病院というのが町内にありませんから、この中で

総合病院へのアクセスを狙ったところでありますが、残念ながら、今のと

ころ、天理市内の総合病院に直接つながっておりません。また、川西町が

運行しておりますこすもす号は町内だけの運行になっておりますから、当

川西町が運営に関与しております国保中央病院には直接つながっていない

という状況にあります。  

高齢者がどんどん増えてまいりまして、運転免許を返上する高齢者も出

てきておりますので、いわゆる総合医療施設に直接コミュニティバスで行

けるような交通手段の確保というところがこれから望まれるところであり

ます。その辺につきまして、町長のお考えをお伺いしたいと思います。  

よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長 （ 竹 村 正 匡 君 ）   堀 議 員 の 御 質 問 、 「 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 活 用 につ

いて」にお答えいたします。  

本 町 と 天 理 市 が 連 携 し 、 定 住 自 立 圏 構 想 の 一 環 と し て 、 平 成 ２ ９ 年 １

０ 月 よ り 、 天 理 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ・ い ち ょ う 号 と 川 西 町 の コ ミ ュ ニ

テ ィ バ ス ・ こ す も す 号 を 結 崎 駅 で 接 続 す る こ と に よ り 、 圏 域 住 民 の 通 院

や 買 い 物 と い っ た 移 動 ニ ー ズ に 対 し 、 市 町 を 越 え た 広 域 の 公 共 交 通 体 制

を構築しております。  

議 員 御 指 摘 の と お り 、 町 外 の 総 合 病 院 へ の ア ク セ ス に つ い て は 要 望 が

多 い こ と は 承 知 し て お り ま す が 、 天 理 市 内 の 総 合 病 院 に つ い て は 、 民 間

運 送 業 者 で 運 行 さ れ て い る ル ー ト と 重 な る た め 、 民 業 圧 迫 と な り 、 直 接

病院への乗り入れが難しい状況にございます。  

一 方 で 、 当 町 が 出 資 し て お り ま す 総 合 病 院 と し て の 国 保 中 央 病 院 が 田

原 本 町 に ご ざ い ま す 。 ま ず は こ ち ら の ル ー ト 確 保 を 優 先 し て 行 っ て い く

べ き で あ る と 考 え て お り ま す 。 現 在 、 事 務 レ ベ ル に お き ま し て は 、 国 保
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中 央 病 院 を 核 と し て 、 各 関 係 町 を 結 ぶ 方 法 に つ い て 検 討 し て い る と こ ろ

でございます。  

ま た 、 先 般 の 補 正 予 算 で 承 認 い た だ き ま し た 調 査 事 業 に お い て 、 高 齢

者 の 日 常 生 活 に お け る 移 動 調 査 を 予 定 し て お り ま す 。 そ の 中 で 、 高 齢 者

の 皆 さ ん が ど こ の 総 合 病 院 に ど の よ う な 交 通 手 段 で 行 か れ て い る か の 移

動 ニ ー ズ 調 査 を 行 い ま す 。 介 護 の 考 え 方 で も よ く 言 わ れ て い る こ と で ご

ざ い ま す が 、 デ マ ン ド 、 住 民 が 希 望 さ れ て い る こ と と 、 ニ ー ズ 、 本 当 に

必 要 と さ れ て い る こ と は イ コ ー ル で な い こ と が 多 々 ご ざ い ま す 。 本 町 で

は 、 住 民 ニ ー ズ に 沿 っ た 形 で コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 充 実 を 図 っ て い き た い

と考えております。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   堀格君。  

４番議員（堀   格君）   コミュニティバスをどう運行していくかというのは、

住 民 の 意 向 を 十 分 に 把 握 し て 、 何 を 一 番 住 民 が 望 ん で い る か と い う こ と

を 十 分 把 握 し て 対 応 し て い っ て い た だ き た い と こ ろ で あ り ま す が 、 特 に

天 理 市 内 に あ り ま す 総 合 病 院 は 大 き な 病 院 で あ り ま す か ら 、 い わ ゆ る ス

ピ ル オ ー バ ー 効 果 と い う の は 非 常 に 大 き い も の が あ り ま す か ら 、 そ の 周

辺 と い い ま す か 、 川 西 町 の 住 民 が 大 い に そ の 効 果 を 受 け る こ と に よ っ て

魅 力 の あ る 川 西 町 を つ く っ て い っ て 、 人 口 の 定 住 を 図 っ て い く と い う の

は 大 き く 望 ま れ る と こ ろ で あ り ま す 。 そ の 点 を 十 分 御 認 識 い た だ き た い

と い う こ と と 、 川 西 町 が 運 営 に 関 与 し て お り ま す 国 保 中 央 病 院 、 せ っ か

く 川 西 町 が 資 本 を 出 し て い る の に 、 何 で 行 け な い ん だ と い う 気 持 ち が 住

民の中に非常に大きくあるのも事実であります。  

そ の 辺 、 こ れ か ら ニ ー ズ の 把 握 を さ れ て い く よ う で あ り ま す 。 早 く そ

う い う 要 望 を 把 握 し て い た だ い て 、 一 日 も 早 く コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス が 直 接

行 け る と い う も の が 実 現 で き れ ば 非 常 に い い の で は な い か と 思 い ま す の

で、頑張っていただきたいと思います。  

よろしくお願いします。  

議   長（伊藤彰夫君）   次に、３番  福山臣尾君。  

３番議員（福山臣尾君）   ３番  福山臣尾。議長の許可を得ましたので、一般質

問させていただきます。  

総合型地域スポーツクラブと行政の関係について。  

本町の前期基本計画に、本町では平成１９年４月に総合型 地域スポーツ

クラブが立ち上げられ、町体育協会や川西町スポーツ推進委員と連携をと

り、競技スポーツの振興、競技力向上、普及・啓発活動、社会体育の活性

化に取り組んでいます。そのほか、幼児から高齢者まで幅広く運動を楽し

むことができるスポーツクラブが立ち上げられ、スポーツ教室やイベント

が行われています。  

第２期スポーツ基本計画では、この総合型地域スポーツクラブの質的充
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実が求められています。第２期スポーツ基本計画で示される総合型クラブ

の登録・認証等の制度は、２０２１年度の導入を目指しています。具体的

施策として、「国は、日体協、総合型クラブ全国協議会、ＪＳＣ及び地方

公共団体等と連携し、総合型クラブによる行政等と協働した公益的な取組

の促進を図るための登録・認証等の制度の枠組みを策定し、これに基づき、

日体協及び各都道府県体育協会等は、関係団体と連携し、総合型クラブの

登録・認証等の制度を整備する」とあります。  

この制度について、行政に求められる役割として、スポーツ基本法第２

１条において、地方公共団体は、国民がその興味又は関心に応じて身近に

スポーツに親しむことができるよう、地域スポーツクラブが行う地域にお

けるスポーツの振興のための事業の支援等に努めなければならない旨が規

定されています。この規定を踏まえ、市町村行政は、地域の誰もがスポー

ツに親しむ環境づくりに取り組む総合型クラブの公益的な活動について適

切に評価し、必要な支援を行うことが重要であるとなっております。  

この行政の総合型クラブへの理解と具体的支援、総合型クラブ自らが行

う質的充実に向けた取り組みが必要となっています。また、行政における

総合型クラブの支援体制の強化が求められています。  

川西町第３次総合計画では、スポーツの取り組み方針として３項目が記

載されています。「活力あふれるスポーツの場の環境づくり」、「競技ス

ポーツの振興」、「スポーツ習慣の定着」。この取り組みを実施していく

上でも、総合型スポーツクラブの必要性は重要であると考えます。また、

行政の立場から地域の課題を把握し、地域の課題解決に向けた取り組みの

実施に当たっても、課題に応じて、例えば健康増進主管部局、介護予防主

管部局、子育て支援主管部局、地域活性化主管部局など、行政の幅広い部

局と総合型クラブが連携・協働して取り組むことができるよう、スポーツ

主管部局がコーディネーターとなることが重要ではないかと考えられます。  

本町では、総合型クラブへの支援・連携・協働についてどのようにお考

えなのか、お聞かせください。よろしくお願いします。  

議   長（伊藤彰夫君）   橋本教育長。  

教  育  長（橋本宗和君）   ただいまの福山議員の御質問にお答えします。  

既 に 福 山 議 員 も 御 承 知 の と お り 、 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ は 、 人 々

が 身 近 な 地 域 で ス ポ ー ツ に 親 し む こ と の で き る 、 新 し い タ イ プ の ス ポ ー

ツ ク ラ ブ で す 。 そ の 特 徴 と し て 、 次 の ３ 点 が 示 さ れ て い ま す 。 ま ず 初 め

に 、 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 い わ ゆ る 「 多 世 代 」 を 対 象 と す る こ と 、 ２

番 目 に は 、 さ ま ざ ま な ス ポ ー ツ を 愛 好 す る 人 々 が 集 う と い う 意 味 で 「 多

種 目 」 、 ３ 番 目 に は 、 初 心 者 か ら ト ッ プ レ ベ ル ま で 、 そ れ ぞ れ の 志 向 ・

レ ベ ル に 合 わ せ て 参 加 で き る と い う 意 味 の 「 多 志 向 」 。 こ れ ら の 特 徴 を

生 か し て 、 地 域 住 民 に よ り 自 主 的 ・ 主 体 的 に 運 営 さ れ て い る ス ポ ー ツ ク

ラブです。  
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我 が 国 に お い て は 、 平 成 ７ 年 度 か ら 育 成 が 始 ま り 、 川 西 町 に お い て は 、

平 成 １ ９ 年 ４ 月 か ら 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ が 立 ち 上 げ ら れ て い ま す 。

こ こ で は 、 本 町 に お け る ス ポ ー ツ の 振 興 や ス ポ ー ツ を 通 じ た 地 域 づ く り

な ど に 向 け た 多 様 な 活 動 を 展 開 し 、 地 域 ス ポ ー ツ の 担 い 手 と し て の 役 割

や地域コミュニティの核としての役割を果たしていただいております。  

こ の よ う な 中 で 、 川 西 町 の 体 育 施 設 を 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 指 定 管 理 で 行

う に 当 た り 、 前 に 述 べ さ せ て い た だ き ま し た 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、

略 称 川 西 ス ポ ー ツ ク ラ ブ で 行 っ て い た だ く よ う 準 備 を 進 め 、 ２ ７ 年 度 か

ら ス タ ー ト し て い ま す 。 ３ 年 ご と の 見 直 し を 行 い 、 現 在 は ２ 期 目 と な っ

て お り ま す 。 今 後 に お い て も 、 事 業 運 営 や 施 設 管 理 の 両 面 に お い て 町 の

ス ポ ー ツ 振 興 を 担 っ て い た だ き 、 行 政 と し て も 予 算 の 範 囲 内 に お い て 支

援・協力をしていく所存です。  

ま た 、 川 西 町 第 ３ 次 総 合 計 画 に お け る ス ポ ー ツ 部 門 の 項 目 で は 、 議 員

御 指 摘 の と お り 、 次 の ３ 点 の 取 り 組 み 方 針 を 上 げ て い ま す 。 １ 、 活 力 あ

ふ れ る ス ポ ー ツ の 場 の 環 境 づ く り 、 ２ 、 競 技 ス ポ ー ツ の 振 興 、 ３ 、 ス ポ

ー ツ 習 慣 の 定 着 、 こ れ ら ３ 点 を 実 施 し て い く 上 で 、 川 西 ス ポ ー ツ ク ラ ブ

の存在は極めて重要であると考えています。  

今 後 と も 、 議 員 を 初 め 皆 様 方 の お 力 添 え を よ ろ し く お 願 い い た し た い

と願っております。  

最 後 に な り ま し た が 、 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の ３ つ の 原 則 で あ る

多 世 代 、 多 種 目 、 多 志 向 を 取 り 入 れ た 地 域 ス ポ ー ツ に つ い て は 、 本 町 と

し ま し て も 今 後 ま す ま す 浸 透 し て い く よ う 推 進 し て い か な け れ ば な ら な

い と 考 え て い ま す 。 ま た 、 健 康 の 増 進 や 多 世 代 に わ た る 住 民 の 皆 様 の 生

き 生 き し た 暮 ら し を 実 現 す る 有 効 な 手 段 と し て ス ポ ー ツ の 振 興 に 取 り 組

み 、 医 療 ・ 介 護 な ど の 行 政 の 横 の つ な が り を 検 討 し 、 と も に 連 携 ・ 協 働

し て い き た い と 考 え て い ま す の で 、 今 後 と も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

議   長（伊藤彰夫君）   福山臣尾君。  

３番議員（福山臣尾君）   御回答ありがとうございます。  

総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の ３ つ の 原 則 で あ る 多 世 代 、 多 種 目 、 多 志

向 を 取 り 入 れ た 地 域 ス ポ ー ツ に お い て も 、 町 と し て は 今 後 ま す ま す 浸 透

し て い く よ う 推 進 し て い か な け れ ば な ら な い と お 考 え で す 。 ま た 、 医

療 ・ 介 護 な ど の 行 政 の 横 の つ な が り を 検 討 し 、 と も に 連 携 ・ 協 働 し て い

き た い と 考 え て お ら れ ま す 。 こ の 課 題 解 決 の た め に も 、 関 係 部 局 と の コ

ー デ ィ ネ ー ト 役 と し て 、 総 合 型 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 ま た 総 合 型 ス ポ ー ツ ク

ラ ブ へ の 理 解 促 進 の た め に も 、 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 全 国 協 議 会 な

ど が 主 宰 す る ク ラ ブ ネ ッ ト ワ ー ク ア ク シ ョ ン の 研 修 や 全 国 ス ポ ー ツ ク ラ

ブ 会 議 な ど も あ り ま す の で 、 行 政 の 側 か ら も こ の 研 修 に 参 加 し て い た だ

け れ ば 、 課 題 解 決 の ヒ ン ト や 、 ま た 現 状 の 総 合 型 ス ポ ー ツ ク ラ ブ と 行 政

と の 関 係 の 理 解 も 深 ま る の で は な い か と 思 い ま す の で 、 一 度 検 討 し て い
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ただければと思います。  

私の質問はこれで終わります。ありがとうございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   次に、１２番  芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。前の６人に続きまして、町長

に質問をいたします。  

今般は、国保の負担軽減問題についてであります。  

こ の 間 、 国 保 の 応 益 負 担 や 住 民 税 非 課 税 者 等 へ の 軽 減 策 に つ い て 議 論

を 重 ね て い ま す が 、 現 在 、 国 保 の 県 単 位 化 が 進 め ら れ る 中 、 町 長 の 基 本

姿 勢 と し ま し て は 、 被 用 者 保 険 や 国 民 健 康 保 険 な ど 医 療 保 険 全 体 を 通 し

て 社 会 全 体 で そ の 仕 組 み を 構 築 す る こ と を 願 う 旨 の 意 向 を お 持 ち で 、 種

と し て 国 の 取 り 組 み を 見 守 る 姿 勢 を 示 し て お ら れ ま し て 、 町 と し て の こ

の 分 野 に お け る 独 自 策 に 関 し て は 否 定 的 で 、 そ の 具 体 化 の 方 向 性 は 見 ら

れないのが現状です。  

現 行 の 福 祉 医 療 の 子 ど も 医 療 費 助 成 制 度 に 目 を や り ま す と 、 本 町 を 初

め 全 国 の 自 治 体 が こ つ こ つ 取 り 組 む 中 、 つ い に 国 を 動 か し ま し て 、 当 初

は 意 向 に 反 す る か ら ペ ナ ル テ ィ を 科 し て で も そ の 取 り 組 み を 阻 ん で い た

国 を 動 か し ま し て 制 度 化 を 実 現 し て き た 経 緯 が あ る よ う に 、 自 治 体 の 取

り 組 み は 極 め て 大 き な 役 割 を 果 た し て い る こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。 こ

の こ と は 、 取 り 組 み の 実 施 を 願 い 、 見 守 る だ け で な く 、 自 治 体 自 ら が 策

を講じて事を起こしていくことの重要性を示しているものと存じます。  

そ こ で 、 国 保 に 関 し て 議 論 を 重 ね て い る 応 益 負 担 の 軽 減 策 で あ り ま す

が 、 特 に 子 ど も に 係 る 均 等 割 に つ き ま し て は 、 税 制 上 の 観 点 か ら 見 ま し

て も 、 収 入 が 全 く な い 子 ど も に 賦 課 す る こ と は 、 明 ら か に 制 度 と し て の

矛 盾 で あ り ま し て 、 こ の 解 消 は 避 け ら れ な い も の と 考 え ま す が 、 町 長 は

い か が お 考 え に な り ま す か 。 こ の 点 に つ い て の 御 所 見 を お 伺 い い た し ま

す。  

そ の 上 で 、 保 険 で あ る 以 上 、 受 益 と 負 担 の 公 平 性 を 考 え れ ば 、 負 担 は

や む な し と い う 考 え を お 示 し で す が 、 次 代 の 担 い 手 を 社 会 全 体 で 支 え る

こ と が 時 間 を さ か の ぼ れ ば さ か の ぼ る ほ ど 困 難 で あ り ま し た が 、 時 が 経

過 す る 中 で 生 産 力 も 増 大 し 、 そ れ に 比 例 し て 社 会 全 体 で 支 え ら れ る 力 も

蓄 積 さ れ な が ら 今 日 に 至 っ て い る の が 、 我 々 人 類 が 積 み 重 ね て き た 歴 史

で あ る こ と か ら も 、 社 会 基 盤 の 成 熟 は 明 ら か で あ り ま す し 、 収 入 が 皆 無

の 子 ど も に 均 等 割 を 賦 課 し 、 応 益 負 担 を 求 め る 合 理 性 は ど こ に も な い も

の と 存 じ ま す が 、 こ の 辺 の 合 理 性 に つ い て の 根 拠 を お 示 し 願 い た い と 存

じます。よろしくお願いいたします。  

以 上 、 国 保 の 軽 減 策 問 題 に 関 し て の 御 答 弁 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま

す。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村正匡君）   芝議員の御質問、「国保負担軽減について」にお答
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えいたします。  

現 在 、 本 町 で 行 っ て お り ま す 国 民 健 康 保 険 税 の 減 免 は 、 災 害 、 収 監 、

旧 被 扶 養 者 等 に つ い て 、 国 が 定 め た 基 準 に 基 づ き 条 例 で 定 め た 制 度 の 減

免のみであり、町独自の裁量に基づく減免は行っておりません。  

ま た 、 低 所 得 者 世 帯 の 応 益 に 関 す る 負 担 軽 減 に つ い て は 、 地 方 税 法 施

行 令 第 ５ ６ 条 の ８ ９ に 基 づ く 軽 減 措 置 を 行 っ て お り 、 制 度 改 正 の 中 で

年々その拡充が進められている状況でございます。  

し か し な が ら 、 １ ８ 歳 未 満 の 被 保 険 者 の い る 世 帯 で あ る こ と の み を も

っ て 、 法 令 に 準 拠 し な い 町 独 自 の 判 断 で 一 律 に 減 免 を 行 う こ と は 、 国 民

健 康 保 険 制 度 が 加 入 者 に 一 定 の 費 用 負 担 を 求 め る も の で あ る こ と を 踏 ま

えると、適当ではないと以前から申し上げているところでございます。  

ま た 、 県 の ほ う に も 問 い 合 わ せ を 行 い 、 医 療 ・ 介 護 保 険 局 医 療 保 険 課

か ら は 、 子 ど も の 均 等 割 を 町 独 自 で 減 免 す る こ と は 、 地 方 税 法 ７ ０ ３ 条

の ４ に 規 定 さ れ て い る も の と 異 な る こ と か ら 、 適 切 で は な い と の 回 答 も

得ているところでございます。  

な お 、 仮 に 本 町 が 他 の 自 治 体 が 実 施 し て い る 減 免 と 同 様 に 、 町 独 自 で

１ ８ 歳 未 満 の 被 保 険 者 に 対 す る 均 等 割 減 免 を 行 う 場 合 、 １ ８ 歳 未 満 の 被

保 険 者 が 令 和 元 年 度 末 時 点 で １ ７ ９ 人 で あ る こ と か ら 、 年 間 約 ３ ５ ６ 万

８ ,０００円の財源が必要になると試算されております。  

こ の よ う な 町 独 自 の 裁 量 に よ る 子 ど も の 均 等 割 な ど の 軽 減 措 置 を 行 え

ば 、 そ の 財 源 を ほ か に 求 め る こ と に な り 、 結 果 と し て 、 子 ど も の 均 等 割

を 負 担 す る 必 要 の な い 住 民 に そ の 一 部 を 負 担 さ せ る こ と に な り ま す 。 こ

の よ う な こ と は 、 公 平 負 担 の 観 点 か ら は 避 け る べ き こ と で あ る と 考 え て

おります。  

ま た 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 始 ま っ た 国 民 健 康 保 険 制 度 の 都 道 府 県 広 域 化

は 、 奈 良 県 と 県 内 各 市 町 村 が 一 体 と な っ て 国 民 健 康 保 険 財 政 を 安 定 的 に

運 営 す る も の で 、 広 域 化 に 当 た り 、 奈 良 県 が 県 内 市 町 村 と 協 議 し な が ら

作 成 し た 奈 良 県 国 民 健 康 保 険 運 営 方 針 で は 、 被 保 険 者 の 負 担 の 公 平 性 の

観 点 か ら 、 「 令 和 ６ 年 度 に は 、 県 内 ど の 地 域 に 住 ん で い て も 、 同 じ 所

得 ・ 同 じ 世 帯 構 成 で あ れ ば 、 保 険 料 水 準 が 同 じ で あ る こ と を 目 指 す 」 と

さ れ て い る こ と も あ り 、 町 単 独 で の 独 自 の 減 免 制 度 を 設 け る こ と は 、 広

域化の趣旨にそぐわないと考えております。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   制度上なかなか厳しいということと、現行法の趣旨

あ る い は 国 保 の 県 単 位 化 の 趣 旨 、 そ う い っ た こ と か ら し て も 、 町 単 で の

取 り 組 み と い う の は そ れ ら の 趣 旨 に い ず れ も 反 す る と 、 こ う い う 話 で あ

ったかと思います。  

税 制 上 の 基 本 的 な 考 え 方 で す け れ ど も 、 や っ ぱ り 最 低 生 活 費 に は 税 を
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課 さ な い と い う の が 、 原 則 、 基 本 的 な 考 え 方 に 基 づ い て 現 行 の 税 制 制 度

は で き て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ の 辺 、 税 制 上 の 観 点 と し て の 、

い わ ゆ る 最 低 生 活 費 に は 課 税 し な い 、 そ れ を 除 い て 、 超 え た 部 分 に 課 税

していくというのが考え方の基本にあるというふうに理解しています。  

町 長 は 、 こ の 点 、 税 制 上 の 観 点 で 最 低 生 活 費 に は 課 税 し な い と い う 考

え 方 そ の も の に つ い て は 、 御 所 見 を い か が お 持 ち で し ょ う か 、 お 聞 か せ

いただきたいと存じます。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   最低生活費には課税しないということにつきまして

は 、 国 の ほ う で も 基 礎 控 除 な ど の 控 除 が あ り ま す こ と か ら 、 そ れ は も ち

ろ ん の こ と と 思 っ て お り ま す 。 最 低 生 活 費 が 幾 ら に な る の か と い う こ と

に つ い て は 、 町 独 自 で は な か な か 判 定 が で き ま せ ん の で 、 国 の 判 断 ・ 検

証をまつほかないのかなと考えておるところでございます。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   考え方についてはそのとおりということでありまし

た し 、 当 然 、 憲 法 の 規 定 、 大 本 を た ど れ ば 、 憲 法 で 文 化 的 な 生 活 を 有 す

る 権 利 が 一 番 の 大 本 に な っ て 、 現 行 法 の 税 法 を 含 め 、 全 て の 法 律 も 整 備

されてきているものと思います。  

そ う い う 点 で 言 え ば 、 国 保 税 で あ れ 国 保 料 で あ れ 、 保 険 で あ れ 税 で あ

れ 、 基 本 、 や っ ぱ り 負 担 を お 願 い す る と い う の は 、 能 力 に 応 じ た 応 能 負

担 と い う こ と に な っ て き て 、 最 低 生 活 費 が 何 ぼ か は 別 に し ま し て 、 原 則

は や っ ぱ り 最 低 生 活 費 を 除 い て 賦 課 を す る 、 税 を か け る 、 保 険 を か け る

と い う こ と に な っ て く る の で は な い か と 思 い ま す が 、 基 本 的 な 考 え 方 に

ついて、この点、町長はいかがお考えになりますか。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   議員がおっしゃっているとおり、憲法の趣旨にもご

ざ い ま す 。 ま た 、 先 ほ ど か ら 申 し 上 げ ま し た 各 種 基 礎 控 除 で あ っ た り 、

い ろ ん な 控 除 も ご ざ い ま す 。 控 除 も 最 低 生 活 費 が 幾 ら で あ る か と い う 観

点 か ら 数 値 化 さ れ た も の で ご ざ い ま す の で 、 当 然 、 最 低 生 活 費 を 超 え た

額で各種負担するのが妥当なのかなと考えておるところでございます。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   基本的には、やっぱりそういった最低生活費をきち

ん と 確 保 し た 上 で の 賦 課 と い う こ と が 考 え 方 の 基 本 だ と い う こ と で あ っ

たかと思います。  

町 長 も る る 御 答 弁 い た だ い て い る と お り 、 税 制 上 の 基 礎 控 除 と い う の

は 当 然 あ り ま す し 、 所 得 税 で 言 え ば ３ ８ 万 円 、 住 民 税 で 言 え ば ３ ３ 万 円 、

こ れ が 一 般 の 控 除 と い う こ と で 、 そ れ を 除 い て 課 税 し て い る と い う こ と
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で仕組みとしてはつくられています。  

子 ど も に 関 し て は 、 児 童 手 当 と か が 出 て き ま し た の で 、 児 童 手 当 の 制

度 が 出 て か ら は 、 こ の 基 礎 控 除 部 分 、 １ ６ 歳 未 満 は 対 象 か ら 外 れ て は い

ま す け れ ど も 、 児 童 手 当 と い う 形 で 一 方 で は 手 当 が 出 て い ま す の で 、 そ

う い う 点 で は 扱 い は 基 本 的 に は 同 じ 考 え 方 の も と に 行 わ れ て い る と い う

ふうになっております。  

そ う い う 点 で 言 い ま す と 、 こ れ ら は 全 て 憲 法 に 基 づ く 取 り 組 み に 基 づ

い て 至 極 当 然 の 取 り 組 み が 実 施 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す か ら 、 当 然 、

国 保 に お き ま し て も 、 今 般 も 議 論 し て い ま す し 、 こ の 間 も 議 論 し て い ま

す よ う に 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 へ の 国 保 税 の 賦 課 の 問 題 で あ り ま す と か 、

均 等 割 に お け る 子 ど も に 対 す る 賦 課 と い う こ と に 関 し て は 、 制 度 と し て

実 施 す る 場 合 ど う や っ て い く か と い う の は 、 し っ か り も ん で い か ん と あ

か ん こ と に は な る と 思 い ま す け れ ど も 、 考 え 方 と し て は 、 や っ ぱ り そ う

い っ た と こ ろ に 賦 課 す る と い う こ と は 、 今 議 論 し て き ま し た 一 連 の 仕 組

みからすれば、矛盾していると思うんです。  

現 行 は 仕 組 み に 従 っ て や っ て い ま す か ら 、 そ れ は そ れ で 賦 課 し て い る

ん で す け れ ど も 、 制 度 と し て 、 こ の 仕 組 み は そ も そ も そ こ に 矛 盾 が あ る

と思うんですけれども、その点、いかがでありましょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   国民健康保険制度は、いわゆる保険制度でございま

す の で 、 や は り 負 担 の 能 力 の あ る 人 の み が 負 担 す る と い う 応 能 負 担 だ け

で は な く て 、 や は り 受 益 者 も あ る 一 定 程 度 負 担 す る 応 益 負 担 も 求 め ら れ

るところだと考えております。  

低 所 得 者 世 帯 へ の 賦 課 と い う と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 こ れ に つ き ま し

て は 軽 減 措 置 も 行 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、 ど の あ た り ま で が

無 税 と い い ま す か 賦 課 し な い 、 ど こ か ら 課 税 し て い く べ き か 。 こ れ は や

は り 国 が 大 き な 枠 組 み の 中 で 考 え て い く べ き も の だ と 思 っ て お り ま す の

で 、 町 独 自 の 判 断 で 対 応 す る べ き も の で は な い と 考 え て お る 次 第 で ご ざ

います。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   大要につきましては仕組みそのものを考えていかん

とあきませんので、ここにはかなりのハードルがあると思いますが、町長

の今のお話でも、国保は医療保険、健康保険であるし、応能だけではなく、

受益と負担のバランスの関係で応益負担というのも一定必要だということ

であったかと思います。  

た だ 、 医 療 保 険 と い う の は 、 国 民 健 康 保 険 も 社 会 保 険 も そ う で す け れ

ど も 、 民 間 の 各 種 保 険 と は 違 い ま し て 、 社 会 保 障 の 一 環 で 実 施 さ れ て い

る も の で あ り ま す の で 、 そ こ は あ く ま で も 受 益 と 負 担 の バ ラ ン ス オ ン リ
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ー と い う こ と で 考 え る べ き も の で は な い と い う ふ う に 思 う ん で す 。 こ の

社 会 保 障 の 観 点 と い う こ と も 、 受 益 と 負 担 の バ ラ ン ス を 考 え て い く 上 で

は当然加味してしかるべきと思います。  

こ の 点 、 社 会 保 障 的 に 医 療 保 険 を 誰 で も き ち ん と 受 け ら れ る と い う の

は 当 然 だ と 思 い ま す 。 そ の 辺 、 民 間 の 保 険 と 社 会 保 障 と し て の 医 療 保 険

ということについて、町長はいかがお感じになっていますか。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   日本の国民皆保険制度でございますが、世界を見渡

し ま す と 、 全 て の 国 に 国 民 皆 保 険 制 度 が あ る わ け で は ご ざ い ま せ ん 。 こ

の 制 度 を 維 持 し て い く た め に も 、 あ る 程 度 負 担 を し て い か な け れ ば 制 度

が 維 持 で き な い わ け で ご ざ い ま す の で 、 単 純 に 応 能 負 担 だ け で や っ て い

く と な る と 、 そ も そ も 制 度 が 崩 壊 し て 、 逆 に 低 所 得 者 世 帯 が 不 利 益 を こ

う む る こ と に な り か ね な い と 考 え て お り ま す の で 、 保 険 制 度 を 享 受 す る

全ての国民が一定程度は負担すべきものだと思っております。  

そ の 中 で 、 所 得 に 応 じ て と い う こ と で 低 所 得 者 世 帯 に つ い て は 軽 減 措

置 を 行 っ て 、 こ の 軽 減 措 置 の 割 合 が 払 え る 範 囲 か ど う か と い う の は ま た

別 に い た し ま し て 、 か な り の 額 の 軽 減 対 応 を 行 っ て お り ま す の で 、 国 民

み ん な が 維 持 し て い か な け れ ば い け な い 制 度 な の か な と 考 え て お る 次 第

で ご ざ い ま す 。 そ の 趣 旨 で 一 定 程 度 対 応 す る べ き な の で は な い か な と 思

っ て お り ま す 。 制 度 の 設 計 に つ い て は 、 国 の ほ う で し っ か り と 対 応 し て

いただきたいと考えております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   制度の仕組みそのものは町長がおっしゃっていると

おりだと思いますし、現在、法定減免も含めまして、所得の度合いに応じ

て低所得者に対しても減免制度が制度上実施されているのはそのとおりで

すが、そういった基本的な税を賦課するという考え方でいきますと、子ど

もの問題でありますとか、低所得者の問題でありますとか、いわゆる税制

上賦課しない皆さんのところにも保険税としてはかぶってくるというのが

今の仕組みになっています。この仕組みをどうするかというのは議論して

いかんとあきませんけれども、どこからか口火を切って開いていかんこと

には事が始まりません。  

私はそこに問題意識は持っているんですけれども、町長としては、現行

制度に従って課税権限者として賦課をするというのは、今の仕組みの中で

その務めを果たしておられることには異論はありませんが、そういった仕

組みとしてやっぱり口火を切っていく、賦課の仕方の基本的な考え方とし

ては、やっぱり最低生活費をきちんと除いて賦課するとなっている今の考

え方の基本からすると、この保険制度上の保険税の賦課の仕方というのは

矛盾があるのと違うかということの問題提起でありまして、そこの仕組み
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上の問題、その問題意識について、最後に町長にお聞かせいただきたいと

存じます。  

以上、質問を終わります。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   これまでの答弁の中から、恐らく芝議員は、国民健

康 保 険 税 、 税 と い う 名 前 が つ い て い る こ と か ら 、 税 の 観 点 か ら 述 べ ら れ

て い る か と 思 い ま す が 、 保 険 税 と い う 名 目 は ご ざ い ま す け れ ど も 、 あ く

ま で こ ち ら は 保 険 制 度 で ご ざ い ま す の で 、 税 と は ま た 考 え 方 が 異 な る と

思っております。  

や は り 皆 さ ん が 等 し く 医 療 行 為 を 受 け ら れ れ ば こ れ が 利 用 で き る わ け

で ご ざ い ま す の で 、 や は り 一 定 程 度 は 負 担 が 必 要 な の か な と 。 そ れ が 単

純 に 税 の 控 除 と イ コ ー ル で あ る と は 限 ら な い と 思 っ て お り ま す の で 、 そ

の 辺 の 制 度 の 仕 組 み に つ い て は 、 何 度 も 先 ほ ど か ら 申 し 上 げ て お り ま す

が 、 国 の ほ う で し っ か り と 制 度 設 計 を 行 っ て い た だ き た い と 考 え て お り 、

町 独 自 で そ れ を 、 言 い 方 は 悪 い ん で す が 、 改 編 し て い く よ う な 動 き は と

る べ き で は な い の か な と 考 え て お り ま す 。 （ 芝 和 也 君 「 制 度 が 違 う か ら

矛盾はないということですね」と呼ぶ）  

そ う で す 。 こ れ は 保 険 税 と 書 い て あ り ま す が 、 あ く ま で 保 険 だ と 思 っ

ております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   これをもちまして、一般質問を終わります。  

続きまして、日程第２、総括質疑に入ります。  

先 日 上 程 さ れ ま し た 議 案 第 ４ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予

算 に つ い て よ り 、 議 案 第 ５ ５ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 一

部 変 更 に つ い て ま で の 総 括 質 疑 で す が 、 質 疑 通 告 の 提 出 が さ れ て お り ま

せん。よって、総括質疑を終結いたします。  

以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。  

本日の会議は、これをもって散会いたします。  

         （午前１０時３６分  散会）  
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総務建設経済委員会議事日程  

                                

              令和元年 12月 12日 (木 )9時 00分  開議  

                               

 議案第 46号  令和元年度 (平成 31年度 )川西町一般会計補正予算について  

  歳出   款２   総務費    項１   総務管理費   P12   

           項２   徴税費       

    款５   農商工業費   項１    農業費   P14   

          項２   商工費      

    款６   土木費    項２   道路橋梁費       

        項３   都市計画費      P15 

        項４    住宅費       

    款８   教育費    項１   教育総務費      

        項２   保健体育費          

  歳入   上記関係歳入                    P 9～  

                           

 議案第 49号  令和元年度 (平成 31年度 )川西町水道事業会計補正予算について  

  歳入   款１   水道事業収益  項２   営業外収益     P2   

  歳出   款１   水道事業費用  項１   営業費用    P2  

         項２   営業外費用        

                      

 議案第 50号  職員の育児休業等に関する条例の一部改正について  

                             

 議案第 51号  一般職の職員の給与に関する条例及び職員の旅費に関する条例

の一部改正について  

                             

 議案第 53号  川西町企業立地促進条例の全部改正について  

                             

 議案第 54号  川西町消防団条例の一部改正について  

                             

 議案第 55号  定住自立圏の形成に関する協定書の一部変更について  

                             

                     閉会  11時 05分   
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出席委員              

                
 委員長  安井  知子   副委員長  福山  臣尾  

 委  員  芝   和也   委  員  中嶋  正澄  

 委  員  伊藤  彰夫       

           

 副議長  松村  定則          

                

説明のために出席した者       

                
 町  長  竹村  匡正          

 副町長  森田  政美          

 総務担当理事   西村  俊哉        

 総務課長      石田  知孝        

 総合政策課長  喜多  勲         

 税務課長   西川  直明        

 債権管理課長     〃        

 事業課長   山口  尚亮        

                

 教  育  長    橋本  宗和        

 教委事務局長   奥   隆至        

 事務局主幹  深澤  達彦       

                

 会計管理者   福本  誠治        

                

職務のために出席した者       

                

 議会事務局長  中川  辰也        

          

                

欠席委員及び職員          

             

 委  員  松井  宏至          
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厚生委員会議事日程  

                         

             令和元年 12月 13日 (金 )9時 00分  開議  

                          

日程第 1  議案第 46号  令和元年度 (平成 31年度 )川西町一般会計補正予算につ

いて  

   歳出   款３  民生費  項１  社会福祉費       P13    

         項２  児童福祉費            

     款４  衛生費  項１   保健衛生費        P14    

   歳入   上記関係歳入                  P 9～    

                                

日程第 2  議案第 47号  令和元年度 (平成 31年度 )川西町国民健康保険特別会計

補正予算について  

   歳出   款１  総務費  項１  総務管理費       P 5   

     款５  保健事業費  項１   特定健康診査等事業費       

   歳入   上記関係歳入                 P 4     

                                

日程第 3  議案第 48号  令和元年度 (平成 31年度 )川西町介護保険事業勘定特別

会計補正予算について  

   歳出   款１  総務費  項１  総務管理費     P 3    

   歳入   上記関係歳入                   P 3    

                               

日程第 4  議案第 52号  川西町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部改正について  

                                

                        閉会  9時 30分  
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出席委員              

                
 委員長  寺澤  秀和   副委員長  弓仲  利博  

 委  員  石田  三郎   委  員  福西  広理  

      委  員  堀   格  

 議  長  伊藤  彰夫          

                

                

説明のために出席した者       

                

 町  長  竹村  匡正          

 副町長  森田  政美          

 総務担当理事  西村  俊哉       

 総務課長  石田  知孝        

                

 住民保険課長  大西  成弘       

 健康福祉課長  吉岡  秀樹   

 長寿介護課長  岡田  充弘       

                

 会計管理者  福本  誠治       

                

職務のために出席した者       

                

 議会事務局長  中川  辰也        

          

                

欠席委員及び職員          

                

 委  員  松村  定則          
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令和元年川西町議会第４回定例会会議録 (再 開) 

 招集年月日  令和元年１２月２０日 
 

 招集の場所  川西町役場議場 
 

 開 会       令和元年１２月２０日  午前１０時 宣告 
 

 出 席 議 員      １番  松井  宏至   ２番  弓仲  利博   ３番  福山  臣尾  
 

  ４番  堀    格    ５番  松村  定則   ６番  安井  知子  
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川西町議会第４回定例会（議事日程） 

   
令和元年 12 月 20 日（月）午前 10 時 00 分再開 

日程 議案番号 件           名 

      

      
第 1   委員長報告  議案第 46 号 ～ 議案第 55 号 

      

      

    質疑・討論 

      

    採決 

      

      

  （追加日程）   

      

第２ 議案第 56 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町一般会計補正予算について 

      

第３ 議案第 57 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町国民健康保険特別会計補正予算について 

      

第４ 議案第 58 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算につ

いて 

      

第５ 議案第 59 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町水道事業会計補正予算について 

      

第６ 議案第 60 号 川西町印鑑条例の一部改正について 

      

第７ 議案第 61 号 一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関

する条例の一部改正について 

      

第８ 議案第 62 号 川西町議会議員の議員報酬等に関する条例並びに特別職の職員で常勤のも

のの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 
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（午前１０時００分  再開）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   皆 さ ん 、 お は よ う ご ざ い ま す 。 こ れ よ り 令 和 元年

川西町議会第４回定例会を再開いたします。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 、

議会は成立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、委員長報告を議題といたします。  

お諮りいたします。  

去 る ９ 日 の 定 例 会 に お い て 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ４ ６ 号 、 令 和 元 年

度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て よ り 、 議 案 第 ５ ５ 号 、 定 住 自 立 圏 の

形 成 に 関 す る 協 定 書 の 一 部 変 更 に つ い て ま で の 議 案 １ ０ 件 を 一 括 議 題 と

いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

そ れ で は 、 た だ い ま よ り 、 各 委 員 会 の 審 査 の 経 過 並 び に 結 果 に つ い て 、

順次委員長の報告を求めます。  

総務・建設経済委員長、安井知子君。  

総務・建設経済委員長（安井知子君）   おはようございます。議長の御指名を

いただきましたので、総務・建設経済委員会を代表いたしまして委員長報

告を行います。  

当委員会は、令和元年１２月１２日に開催し、１２月９日の本会議にお

いて当委員会に付託されました各議案について、当局から詳細な説明を受

け、慎重に審議いたしました。  

まず、議案第４６号、令和元年度川西町一般会計補正予算（第３回）に

ついてであります。  

委員より、「時間外勤務手当の当初予算の試算方法及び今回の増額補正

について説明願いたい。また、１人当たりの年間残業時間の推移はどうな

っているのか」との質問があり、当局より、「時間外勤務手当の増額補正

については、１人当たり年間７２時間を目標とした当初予算を要求させて

いただいていることから、それぞれの要因によって年度内で不足が見込ま

れる時間外勤務手当分を要望させていただいている。また、直近３年間の

１人当たりの残業手当は、毎年約１００時間程度である」との回答があり

ました。  

また、委員から、「現在の人員配置と在業手当の関係をどのように考え

ているのか。また、公務員として余裕を持った人員配置による住民サービ

スの向上という視点も必要と考えるが、町長の考えはどうか。加えて、役

所の規模にもよると思うが、収納事務を全てまとめて同じ課で行うという

効 率 面 で の 組 織 改 革 は 考 え て い な い の か 」 と の 質 問 に 対 し 、 当 局 よ り 、

「職員は現状においても住民サービスの向上に努めており、住民からの評

価も高いと聞いている。また、災害発生時の人員不足には危惧しているも
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のの、現状や各課に人員配置を行うことで余剰人員が発生すると考えてい

ることや、防災対策での増員は現時点で必要ないと考えている。収納事務

の一括化については、効率化としてはベターであると考えるが、現時点で

は、これまでどおり各課で専門的な知識で行うべきであると考えている」

との回答がありました。  

次に、委員より、「諸費の貸付金８ ,０００万円は、全て建物補償費に

要する費用なのか。また、この補償額によって全体事業費が増えることに

なるのか」との質問があり、当局より、「全て建物補償費に関する費用で

ある。事業額については、全体事業費が増えるものではなく、来年度以降

に予定していた補償費を前倒しして今年度に計上するものである」との回

答がありました。  

また、委員より、「農業費の新規農業認定者と農業振興ゾーンとの関係

について」との質問があり、当局より、「農業振興ゾーンとの関係性はな

い。認定農業者については、平成２８年から親元で就農を開始され、ホウ

レンソウとネギを作付け経営されていたが、今回、経営規模の拡大により

認定農業者と認定された。また、認定農業者は、高収益作物を栽培される

ため、農業振興ゾーンでの就農を検討していただけたらと考える」との回

答がありました。  

また、委員より、農業振興ゾーンの位置づけについて質問があり、当局

より、「本町の土地利用方針から、当該地域は耕作放棄地のない優良農地

地域であるため、土地所有者の同意を得て指定させていただいた。当該地

域で水稲栽培、高収益作物の栽培、集落営農等、農業の活性化及び農業政

策の推進を図る」との回答がありました。  

次に、委員より、農業振興ゾーンに対する支援について質問があり、当

局より、「当該地域への支援として、水稲栽培後、畑地利用する場合の配

水設備の整備、河川水門の整備等のハード的支援、また、当該地域の農業

者アンケートの結果、５割強の方が「後継者がいない」、「担い手が不明」

との回答があったため、担い手へのマッチング等に積極的に取り組むソフ

ト支援を検討している」との回答がありました。  

続いて、委員より、「農業振興ゾーンに設定されることで、水門整備等

の支援が活用できる場合、当該地域以外であってもゾーン指定することは

可能か」との質問があり、当局より、「振興ゾーンに指定するにはまとま

った土地が必要であり、土地所有者の同意、農業振興に対する意欲があれ

ば、ゾーンとして設定することも可能と考える」との回答がありました。  

次に、委員より、農業振興ゾーンの方向性について質問があり、当局よ

り、「本町の農業振興地域が減少することによる本町と奈良県全体の農業

施策への取り組み、農業振興の方向性を定めたもので、ゾーン指定し、農

業振興を推進していく」との回答がありました。  

また、委員より、「農業振興ゾーンに指定した以上、当該場所で農業施
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策に対する成果を上げていただきたい」との意見がありました。  

次に、委員より、「立地企業の応募状況はどうか」との質問があり、当

局より、「企業の応募状況については順調であると考えている。現時点で

の具体的な応募状況を公表すると、企業側でいろいろな思惑が働いて、募

集に影響が生ずる可能性があるため、公表は差し控えたい」との回答があ

りました。  

続いて、委員より、「商工業振興費の事業費は、企業選定に用いる費用

なのか」との質問があり、当局より、「企業選定に用いる民間調査会社が

作成したレポートの取得費用である」との回答がありました。  

次に、委員より、式下中学校の給食の公会計化について質問があり、当

局より、「学校給食費については、公会計化及び地方公共団体による徴収

を基本とすべきという考えにのっとり、川西町においては、平成２９年度

より町立学校・園において学校給食費の公会計化を既に実施しており、式

下中学校においても公会計化の実施に向けて準備を進めていきたい。また、

学校におけるＩＣＴ環境の整備等、次のやるべきことをしっかりとやって

いきたい」との回答がありました。  

以上の審議をもちまして、議案第４６号、令和元年度川西町一般会計補

正予算（第３回）については、提案どおり承認いたしました。  

次に、議案第４９号、令和元年度川西町水道事業会計補正予算（第２回）

についてであります。  

委員より、県水計画受水量について質問があり、当局より、「県の実績

水量から計画水量が算出されている」との回答がありました。  

次に、委員より、受水費の負担及び水道広域化について質問があり、当

局より、「県から水を受け入れている以上、県で決定された受水費を負担

していくことになる。広域化については、本町の浄水場の経過年数により

更新投資額が膨大になるため、浄水場を廃止して、県水１００％に切りか

えた。他市町村においても同様の現状に陥っている。広域化のメリットと

しては、設備の更新費用が抑制できることになる。県からの受水費用に左

右はされるが、メリットのほうが大きいのではないかと考える」との回答

がありました。  

次に、委員より、「市町村長との間で水資源等広域化についての議論は

行われているのか」との質問があり、当局より、「それぞれの市町村長の

判断、住民の判断になると思う。吉野郡では、簡易水道であるため、独自

の動きをされると思われるが、奈良盆地周辺の市町村では、自己水と県水

を受水されており、設備の更新費用が膨大になるということで、大きな流

れの中で県水一本化ということについて理解されていると思う。また、そ

れぞれの市町村でそれぞれの意見・意思を持っているため、意思統一でき

るかは次の段階になると考える」との回答がありました。  

以上の審議をもちまして、議案第４９号、令和元年度川西町水道事業会
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計補正予算（第２回）については、提案どおり承認いたしました。  

次に、議案第５０号、職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい

てであります。  

委員より、「職員の育児休業等に関する条例の一部改正については、現

状の正規職員に対する制度を非常勤職員にも適用するという改正であるが、

現状の制度はどのようなものになっているのか。また、産休を取得した場

合、正規職員と同様に復帰できるのか」との質問があり、当局より、「産

前として４２日、産後として５６日の休暇を取得でき、産前・産後とも１

００％の給与が支給される。産後休暇終了後から３歳誕生日前日までは育

児休業が取得できるが、給与は不支給となる。また、３歳誕生日から小学

校就学前日までは、１日につき２時間までの部分休業が取得でき、部分休

業分の給与は減額されるというのが現状の制度である。また、非常勤職員

の復帰については、契約期間内であれば基本的に可能であると考えるが、

現状でフルタイムで１年、パートタイムが３カ月更新となっており、職員

不足を補うための非常勤職員の採用であることから、更新時期が復帰時期

をまたがる場合においては更新を行わず、新たな非常勤職員を雇用するこ

とも考えられる」との回答がありました。  

以上の審議をもちまして、議案第５０号、職員の育児休業等に関する条

例の一部改正については、提案どおり承認いたしました。  

次に、議案第５１号、一般職の職員の給与に関する条例及び職員の旅費

に関する条例の一部改正についてでありますが、これにつきましては、当

初の提案どおり承認いたしました。  

次に、議案第５３号、川西町企業立地促進条例の全部改正についてであ

ります。  

委員より、「大規模企業への支援は企業立地促進条例で行うこととなる

が、個人事業主への奨励金などの支援については必要ないと考えているの

か」との質問があり、当局より、「そもそも奨励金を出してまで企業を誘

致するのは、地域に多くの投資が予想され、かつ将来の税収及び地域雇用

などの面で地域振興が期待できるからである。個人事業においてはそのよ

うなことが期待できないので、必要はないと考えている」との回答があり

ました。  

続いて、委員より、「現行条例にある給水装置や環境施設の奨励金を削

除した理由は何か」との質問があり、当局より、「これまでの奨励金の申

請状況や企業とのヒアリングの中で、当該奨励金は誘致促進につながって

いないと考えられるため、廃止することとし、企業から求められている立

地奨励金や雇用奨励金を充実させることで、より誘致が促進される効果的

な奨励措置に見直しを行った」との回答がありました。  

続いて、委員より、「環境施策の視点から、環境施設奨励金は残してお

いてもよいのではないか」との意見があり、当局より、「環境施設の設備
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については償却資産であり、生産施設に対して支出される立地奨励金にお

いても含まれており、２つの奨励金の対象として重複しているため、一方

を廃止した」との回答がありました。  

以上の審議をもちまして、議案第５３号、川西町企業立地促進条例の全

部改正については、提案どおり承認いたしました。  

次に、議案第５４号、川西町消防団条例の一部改正について及び議案第

５５号、定住自立圏の形成に関する協定書の一部変更については、当初の

提案どおり承認いたしました。  

以上が、当委員会に付託されました各議案の審議の結果でございます。  

次に、当委員会所管に係る審査案件につきましては、地方自治法第１０

９条の規定に基づき、議会閉会中においても調査並びに審査できるように

議決されんことを望みまして、総務・建設経済委員長報告とさせていただ

きます。  

何とぞ議員各位の御賛同を賜りますよう、お願い申し上げます。  

議   長（伊藤彰夫君）   続きまして、厚生委員長、寺澤秀和君。  

厚生委員長（寺澤秀和君）   皆さん、おはようございます。議長の御指名をい

ただきましたので、厚生委員会を代表いたしまして委員長報告をいたしま

す。  

当委員会は、去る令和元年１２月９日の本会議において当委員会に付託

されました各議案について、１２月１３日に開催し、当局から詳細な説明

を受け、慎重に審議いたしました。その結果を御報告申し上げます。  

まず、議案第４６号、令和元年度川西町一般会計補正予算についてであ

ります。  

委員より、福祉医療の増額補正をした主な要因について質問があり、当

局より、「心身障害者医療費助成分１５万円の増額補正については、心身

障害者の１人当たりの医療費が１０月支払い時点での月平均を前年度比較

すると、平成３０年度では８０万１ ,０００円であったが、令和元年度で

は８１万４ ,０００円と、少し増加している傾向 から、１５万円の増額を

見込んだ。次に、重度心身障害者医療助成分１４０万円の増額補正では、

重度心身障害者の１人当たりの医療費が、１０月支払い時点での月平均で

は、平成３０年度４０万円だが、令和元年度では５１万円と、約１１万円

の増となっていることから、１４０万円の増額を見込んでいる。次に、子

ども医療費助成分８５万円の増額補正では、子どもの受給対象者を前年度

と比較すると、平成３０年度９４３人、令和元年度９５４人と、１１人増

加している。また、今年度の８月診療分から就学前の医療費助成方法を償

還払いから現物給付化としたことで、当初予算では、県が見込んだ伸び率

１ .１３８９倍で見込んでいたが、現状ではおよそ１ .２倍の伸びとなって

いるため、８５万円の増額をお願いした」との回答がありました。  

続いて、委員より、児童措置費  節１９負担金補助及び交付金の補正に
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ついての質問があり、当局より、「今回補正をお願いする額３６７万円に

ついては、保育所等運営費補助金の増加に伴うもので、公定価格外の保育

に取り組む保育施設に対する補助金で、延長保育、一時預かり、病児保育、

保育体制強化、保育補助者雇い上げ強化、障害児保育等の事業がある。そ

の中の保育体制強化事業では、保育士の負担軽減のため、補助員を保育所

からの申し出により予算化していたが、募集の結果、人材が見つからず、

減額をお願いするものである。また、障害児保育において、障害児２名に

加配保育士２名と予算計上していたが、実績では障害児４名に加配保育士

６名となり、加配保育士に係る費用につき増額の補正をお願いするもので

ある。通常障害児の受け入れについて、他の市町村では県補助だけでは加

配保育士の費用を賄うことができないため、公立の保育所等で受け入れし

ているが、川西町では公立の保育所等がないため、何らかの障害のある児

童にも保育を提供できるように、県補助金も仰ぎながら、町もある程度負

担し、補助するよう定めている」との回答がありました。  

委員より、住民健康管理システムについて質問があり、当局より、「母

子保健情報利活用に係るシステム改修は、国が推進するデータヘルス時代

の母子保健情報の利活用に係る情報システム改修事業として、乳幼児健診

の受診の有無等の電子化した情報について、転居時に市町村間で引き継が

れる仕組みや、マイナポータルを活用し、子ども時代に受ける健診、妊婦

健診、予防接種等の個人情報を一元的に確認できる仕組みを構築するため

の改修である。歳入は、国庫補助金基準額１１９万１ ,０００円の３分の

２となっている」との回答がありました。  

続いて、委員より、「国の推進する事業であるのに、基準額の３分の２

と実際にかかる費用の差額が大きい理由は」との質問があり、当局より、

「実際に必要な費用と国庫補助金基準額を比べると、必要な費用が大きく

なっている理由としては、国の基準が政令指定都市、中核・特別区、人口

５万人以上、人口５万人未満と大まかに区分されているため、大都市も町

も基本となるシステム改修に係る業務が大きく変わることがないための差

であると考えている。少しでも人口区分による差をなくせるよう、本町の

基幹システムについては、７市町による共同調達でこのような差額を最小

化して運用している。住民健康管理システムについては、導入当初に国の

委嘱事業による導入費用の全額負担で田原本町と本町での運用となってお

り、今回の改修においても７市町で共同の検討も行ったが、各市町でそれ

ぞれの事情があり、現行システムの改修継続による運用となった。また、

共同で運用しても、システムに関係する業務についてはそれぞれの市町に

出向いての業務となり、ＳＥ費用などの必要経費については市町村の規模

にかかわらず発生するので、人口区分による差は出るものと考えている」

との回答がありました。  

以上の審議をもちまして、議案第４６号、令和元年度川西町一般会計補
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正予算（第３回）については、承認いたしました。  

続いて、議案第４７号、令和元年度川西町国民健康保険特別会計補正予

算（第１回）についてであります。  

委員より、「総務管理費の電算委託料で、システム改修の内容について」

との質問があり、当局より、「ここには２つのシステム改修を計上してい

る。まず１つ目は、在留資格関係システム改修費用６６万８ ,０００円で、

こちらは住基情報にある外国人の在留資格・在留期間の情報を国保情報集

約システムに転送するための改修費用となる。次に２つ目としては、オン

ライン資格システム改修費用として２８８万６ ,０００円で、このシステ

ム改修では、現在の被保険者証は世帯単位での管理となっているが、被保

険者証番号に枝番を付番することにより個人単位の管理ができるようにす

るためのシステム改修である。また、同時に、国保中央会にある中間サー

バーとのデータ連携を可能とし、オンラインによる資格の確認が行えるよ

うシステム改修ものである。また、この改修費用については、全額補助金

の対象となる」との回答がありました。  

以上の審議をもちまして、議案第４７号、令和元年度川西町国民健康保

険特別会計補正予算（第１回）についてを承認いたしました。  

次に、議案第４８号、令和元年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第３回）については、当初の提案説明のとおり承認いたしました。  

続いて、議案第５２号、川西町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についても、当初の提案

説明のとおり承認いたしました。  

以上が、当委員会所管の議案に対してなされた質問及び回答であります。  

次に、当委員会所管に係る審査案件につきましては、地方自治法第１０

９条の規定に基づき、議会閉会中においても調査並びに審査できるように

議決されんことを望みまして、厚生委員長報告とさせていただきます。  

何とぞ議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお願いします。  

ありがとうございました。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   以 上 で 各 委 員 長 の 報 告 が 終 わ り ま し た の で 、 これ

より委員長報告に対する質疑に入ります。  

質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   質 疑 が な い よ う で す の で 、 質 疑 を 終 わ り 、 こ れ よ

り討論に入ります。  

 討論ありませんか。  

 １２番  芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。それでは、ただいま総務・建

設 経 済 委 員 会 並 び に 厚 生 委 員 会 の 両 常 任 委 員 長 か ら 報 告 が あ り ま し た 議

案第４６号から議案第５５号までの１０議案に対する討論を行います。  
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態 度 表 明 と し ま し て は 、 い ず れ の 議 案 に つ き ま し て も 賛 成 す る も の で

あります。  

一 般 会 計 、 特 別 会 計 と も 、 必 要 な 所 要 の 補 正 予 算 の 計 上 で あ り 、 各 種

事 業 の 執 行 に 資 す る も の と 判 断 い た し ま す 。 た だ 、 人 件 費 の 時 間 外 手 当

の 追 加 補 正 に 関 し ま し て 議 論 を 重 ね て い る 問 題 で す が 、 全 体 の 奉 仕 者 た

る 公 務 員 で あ る 本 町 職 員 の 配 置 に 関 し て は 、 単 純 に コ ス ト パ フ ォ ー マ ン

ス 的 に 評 価 す る こ と は 難 し い 側 面 が 職 務 上 生 じ ま す し 、 一 定 の 人 員 配 置

に は 余 力 を 持 た せ る 必 要 が あ る と 存 じ ま す 。 住 民 要 求 を い か に 施 策 に 取

り 入 れ 、 実 り あ る 取 り 組 み に し て い く か は 、 ど れ だ け ニ ー ズ を 掌 握 で き

る か に か か っ て い ま す の で 、 筒 い っ ぱ い で は 、 こ の 辺 を き ち ん と 捕 捉 す

るには難しい側面も出てきかねません。  

視 点 と し て 持 っ て お く こ と は 否 定 は し ま せ ん が 、 コ ス ト に と ら わ れ 過

ぎ て は 、 全 体 の 奉 仕 者 と し て の 役 割 を 担 い 切 れ ま せ ん の で 、 そ こ ら 辺 の

バ ラ ン ス は 難 し い も の が あ り ま す が 、 マ ン パ ワ ー は あ っ て も 困 り ま せ ん

ので、念頭に置かれて采配されることを申し添えるものであります。  

ま た 、 農 政 と し て 町 内 に 新 た な 農 業 振 興 ゾ ー ン を 設 け 、 担 い 手 の 育 成

へ の 手 だ て と す る 方 向 性 は 見 ら れ ま す が 、 工 業 ゾ ー ン 並 み の 能 動 的 な 取

り 組 み な し に は 、 こ の 分 野 の 振 興 は 厳 し い も の が あ る と 存 じ ま す 。 本 町

に ふ さ わ し い 取 り 組 み は い か に 。 こ れ は 、 大 い に 勉 強 す る 必 要 が お 互 い

あ る と 存 じ ま す が 、 鋭 意 努 力 を 重 ね ら れ ん こ と を 求 め る も の で あ り ま す 。  

次 に 、 条 例 関 係 で す 。 こ の 中 の 企 業 立 地 促 進 条 例 の 全 部 改 正 で あ り ま

す が 、 従 来 の も の を 企 業 誘 致 す る に 当 た っ て 、 世 間 の 立 地 促 進 条 例 の 状

況 に 合 わ せ る べ く 、 奨 励 策 の レ ベ ル の 引 き 上 げ を 図 る も の で あ り 、 こ れ

に よ っ て 、 よ そ と の 比 較 で 引 け を と る こ と が な く な り ま す の で 、 策 と し

て は 功 を 奏 し 、 立 地 に 寄 与 す る こ と を 願 う も の で あ り ま す が 、 地 域 経 済

並 び に 町 内 の 各 種 取 り 組 み の 活 性 化 に 向 け て は 、 本 条 例 の 対 象 と な る 一

定 の 規 模 を 有 す る 企 業 の み で は 決 し て あ り ま せ ん 。 な り わ い と し て 日 々

商 売 を 営 ま れ て い る 方 々 に お い て も 、 地 域 経 済 へ の 貢 献 は 同 様 に し て い

た だ い て い る こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。 新 た に 起 業 さ れ る こ と は も ち ろ

ん 、 従 業 員 の 雇 い 入 れ 、 設 備 投 資 等 々 、 規 模 の 大 小 の 違 い は あ り ま す が 、

そ の 貢 献 は 同 じ で あ り ま す の で 、 本 条 例 同 様 に 、 個 人 事 業 主 も 含 め て そ

れ ら が 対 象 と な る 、 こ う し た 奨 励 策 の 制 度 化 を 引 き 続 き 求 め る も の で あ

ります。  

以 上 、 今 般 の 補 正 予 算 並 び に 条 例 改 定 が 本 町 住 民 の 暮 ら し に 資 す る 取

り 組 み と し て 生 か さ れ ん こ と を 念 願 し 、 い ず れ の 議 案 も 賛 成 す る も の で

あります。  

議   長（伊藤彰夫君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   ほかに討論がないようですので、討論を終わり、こ
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れより採決に入ります。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ４ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て か ら 、 議

案 第 ５ ５ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 一 部 変 更 に つ い て ま で

を一括採決したいと思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   異 議 な し と 認 め 、 一 括 採 決 す る こ と に 決 し ま し た 。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ４ ６ 号 か ら 議 案 第 ５ ５ 号 ま で に つ い て 、 原 案 ど お り 可 決 す る こ

とに賛成の方の挙手を求めます。  

（挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 各 案 件 は 、 原 案 ど お り 可 決 い た

しました。  

お諮りいたします。  

会 議 規 則 第 ２ ２ 条 の 規 定 に よ り 、 議 案 第 ５ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一

般 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第 ５ ７ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第 ５ ８ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 介 護 保

険 事 業 勘 定 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第 ５ ９ 号 、 令 和 元 年 度 川 西

町 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第 ６ ０ 号 、 川 西 町 印 鑑 条 例 の 一

部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 ６ １ 号 、 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 及 び

一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第

６ ２ 号 、 川 西 町 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 等 に 関 す る 条 例 並 び に 特 別 職 の 職 員

で 常 勤 の も の の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て の ７ 議 案

を追加議案としたいと思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   異 議 な し と 認 め 、 日 程 第 ２ か ら 日 程 第 ８ に 追 加 し 、

議題といたします。  

お諮りいたします。  

日 程 第 ２ 、 議 案 第 ５ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い

て よ り 、 日 程 第 ８ 、 議 案 第 ６ ２ 号 、 川 西 町 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 等 に 関 す

る 条 例 並 び に 特 別 職 の 職 員 で 常 勤 の も の の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の

一 部 改 正 に つ い て ま で の ７ 議 案 を 一 括 上 程 し た い と 思 い ま す が 、 御 異 議

ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、一括上程いたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長 （ 竹 村 匡 正 君 ）   そ れ で は 、 今 議 会 に 追 加 し て 審 議 を お 願 い い たし

ます議案の提案要旨について御説明いたします。  
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議 案 第 ５ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第

５ ７ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議

案 第 ５ ８ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ

い て 、 議 案 第 ５ ９ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、

議 案 第 ６ ０ 号 、 川 西 町 印 鑑 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 ６ １ 号 、 一

般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 及 び 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す

る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 ６ ２ 号 、 川 西 町 議 会 議 員 の 議 員 報 酬

等 に 関 す る 条 例 並 び に 特 別 職 の 職 員 で 常 勤 の も の の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す

る条例の一部改正についての７議案につきまして御説明申し上げます。  

こ の う ち 、 議 案 第 ５ ６ 号 か ら ５ ９ 号 及 び ６ １ 号 、 ６ ２ 号 の ６ 議 案 に つ

いては、一括して御説明申し上げます。  

こ れ ら は 、 主 に 公 務 員 と 民 間 の 給 与 と の 均 衡 を 目 的 と し た 人 事 院 勧 告

に 基 づ く 給 与 改 定 に よ る 人 件 費 の 増 額 補 正 及 び 条 例 改 正 で ご ざ い ま す 。

去 る １ １ 月 １ ５ 日 に 、 国 家 公 務 員 に 係 る 給 与 法 の 改 正 が 可 決 ・ 成 立 し た

ため、今議会に追加提案させていただきました。  

給 与 の 改 定 内 容 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 主 な も の と し て 、 一 般 職 の

若年層の職員の月例給を、高卒の初任給は２ ,０００円、大卒の初任給は

１ ,５００円、また、３０代半ばまでの月例給も適宜引き上げるなど、本

年 ４ 月 に さ か の ぼ っ て 改 定 す る も の で ご ざ い ま す 。 ま た 、 賞 与 の 勤 勉 手

当 に 係 る 支 給 月 数 に つ き ま し て も 、 議 会 議 員 、 特 別 職 及 び 一 般 職 と も に 、

令和元年度１２月期分について０ .０５カ月分の引き上げ、令和２年度に

ついては、６月・１２月期の支給月数を均等化する改定となります。  

こ れ ら の 給 与 改 定 に よ り ま し て 、 議 会 議 員 、 特 別 職 、 一 般 職 の 給 与 に

関 す る 条 例 を 改 正 し 、 一 般 並 び に 国 保 及 び 介 護 特 別 会 計 、 水 道 事 業 会 計

に お い て 人 勧 分 の 人 件 費 の 増 額 を お 願 い す る も の で す が 、 こ の 人 件 費 の

増 額 以 外 に 、 現 在 の 職 員 配 置 状 況 等 に よ る 年 間 執 行 見 込 額 に 基 づ く 人 件

費の変更もあわせてお願いするものでございます。  

こ の 結 果 、 一 般 会 計 に お い て は 、 人 件 費 に つ い て は ９ ８ ５ 万 円 減 ら し 、

その分の財源の減債基金への積み立てをお願いするものでございます。  

また、国民健康保険特別会計においては、人件費５４３万３ ,０００円

の 増 を お 願 い し 、 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 に お い て は 、 人 件 費 １ ７ ９

万円の減、そして、水道事業会計においても人件費５ ６万９ ,０００円の

増をお願いするものでございます。  

以 上 に よ り ま し て 、 一 般 会 計 に つ き ま し て は 予 算 総 額 は 変 わ ら ず 、 ５

９ 億 ２ ,３ ０ ９ 万 ４ ,０ ０ ０ 円 、 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 に つ き ま し て は 、

１０億６１３万４ ,０００円、介護保険事業勘定特別会計につきましては、

９ 億 １ ,５ ３ ９ 万 ４ ,０ ０ ０ 円 、 水 道 事 業 会 計 に つ き ま し て は 、 収 益 的 支

出  第１款水道事業費用は５億６ ,１８４万９ ,０００円となるものでござ

います。  
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次 に 、 議 案 番 号 は 前 後 し ま す が 、 議 案 第 ６ ０ 号 、 川 西 町 印 鑑 条 例 の 一

部改正についてでございます。  

２枚目、「条例の概要」をお開き願います。  

総 務 省 通 知 の 印 鑑 登 録 証 明 事 務 処 理 要 領 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 本 条 例 の

一 部 を 改 正 す る も の で 、 成 年 被 後 見 人 で あ る こ と を 印 鑑 登 録 の 登 録 資 格

か ら 一 律 に 排 除 す る 現 行 規 定 を 、 必 要 な 能 力 の 有 無 か ら 判 断 す る 規 定 、

個別審査規定に変更するものでございます。  

説 明 は 以 上 で ご ざ い ま す 。 何 と ぞ よ ろ し く 御 審 議 賜 り ま す よ う 、 お 願

い申し上げます。  

議   長（伊藤彰夫君）   説明が終わりましたので、ただいまより審議に入

ります。  

質疑ございませんか。  

芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。それでは、ただいまの追加議

案 の う ち 、 人 勧 に よ り ま す 給 与 等 の 調 整 、 そ の 関 係 に つ い て 関 連 す る 議

案をお伺いいたします。  

ま ず 、 今 年 の 人 勧 で す け れ ど も 、 ８ 月 ７ 日 に 出 ま し て 、 法 律 化 し た の

が 、 先 ほ ど 町 長 が 言 わ れ た よ う に １ １ 月 と い う こ と で あ り ま す 。 こ の 人

勧 で は 、 ６ 点 に わ た っ て 述 べ て お ら れ ま す 。 １ 点 目 は 、 国 家 公 務 員 の 給

与 の 勧 告 を し た と い う こ と 、 ２ 点 目 は 、 町 長 の 説 明 に も あ り ま し た け れ

ど も 、 初 任 給 及 び 若 年 層 に つ い て 俸 給 月 額 を 引 き 上 げ る こ と と し た こ と

と、特別給、ボーナスなどですけれども、これを年間４ .５カ月に引き上

げ る と い う こ と 、 ３ 点 目 に つ い て は 、 住 宅 手 当 、 こ ち ら の ほ う も 民 間 事

業 者 に 準 じ た 形 で 手 当 額 の 上 限 を 引 き 上 げ る と い う よ う な 改 定 、 そ し て

４ 点 目 は 、 公 務 員 の 職 場 、 こ れ が 全 職 員 が 活 躍 で き る よ う に 、 い ろ ん な

側 面 か ら 、 ハ ラ ス メ ン ト 等 も 含 め て 諸 課 題 の 改 善 に 引 き 続 き 取 り 組 み を

進 め て い く と い う こ と 、 そ し て ５ 点 目 に お い て は 、 公 務 員 に 対 す る 国 民

の 信 頼 を 損 な う よ う な 事 態 が 続 い て い る こ と は 極 め て 遺 憾 で あ り 、 日 々

職 務 に 真 摯 に 取 り 組 み 、 的 確 に 責 任 を 果 た し て い た だ く よ う 願 う 、 綱 紀

に 関 す る よ う な 指 摘 、 そ し て ６ 点 目 に 、 「 人 勧 制 度 は 、 労 働 基 本 権 制 約

の 代 償 措 置 と し て 、 情 勢 適 応 の 原 則 に 基 づ き 、 国 家 公 務 員 の 適 正 な 処 遇

を 確 保 し よ う と す る も の で す 」 と い う こ と で 、 ６ 点 に わ た っ て 人 事 院 勧

告されたところであります。  

本 町 一 般 職 員 の 給 与 基 準 は 、 こ の 人 勧 を 基 準 と し て 、 そ れ に 照 ら し て

実 施 す る と い う こ と で す の で 、 そ れ は そ れ で 一 定 の 基 準 と い う こ と に は

な る と 思 い ま す が 、 特 別 職 が こ れ に 準 じ る と い う 必 要 性 に つ い て で あ り

ま す け れ ど も 、 今 紹 介 し ま し た 人 事 院 勧 告 の ど こ に も 、 議 会 議 員 、 特 別

職 に 対 し て の 勧 告 は あ り ま せ ん の で 、 こ の 辺 、 特 別 職 の 今 般 で 言 い ま す

とボーナスの支給月数の引き上げ率０ .０５カ月のアップに準じるという
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こ と な ん で す け れ ど も 、 こ れ は 、 そ の 必 要 性 に つ い て 、 我 々 議 会 議 員 、

町 長 ら 常 勤 特 別 職 の 皆 さ ん の 処 遇 に つ い て ど う お 考 え か 。 準 じ る 必 要 性

についてお聞きしたいと存じます。  

加 え て 、 引 き 上 げ な あ か ん と い う 場 合 は 、 や は り 報 酬 審 議 会 等 に か け

て 、 き ち ん と 手 続 を と っ て い く と い う こ と に な る と 思 い ま す け れ ど も 、

その辺の認識は、町長はいかがでありましょうか。  

そ れ か ら 、 人 勧 の ５ 点 目 で も 指 摘 が あ り ま し た よ う に 、 職 員 綱 紀 の 粛

正 に 関 す る よ う な こ と で あ り ま す け れ ど も 、 信 頼 を 損 な う よ う な 事 態 は

決 し て 起 こ っ て は な り ま せ ん し 、 本 町 職 員 に お い て も 、 先 般 、 不 起 訴 と

い う 形 に は な り ま し た け れ ど も 、 一 定 そ う い っ た 綱 紀 に 関 す る 部 分 に つ

い て は 、 本 町 職 員 に 対 し て も き ち ん と し た 姿 勢 を 、 町 長 と し て も 一 定 見

解を示しておくべきものというふうに存じます。  

そ こ ら 辺 、 人 勧 で も 指 摘 が あ り ま す の で 、 そ う い っ た 職 員 の 綱 紀 粛 正

に関しての町長の考えをお聞きしておきたいと存じます。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   まず、１つ目、特別職の今回の給与の改定が、一般

職 に 準 じ て 行 う 必 要 が あ る の か ど う か と い う 趣 旨 の 質 問 だ っ た か と 思 い

ます。  

こ れ ま で も 、 特 別 職 並 び に 議 会 議 員 の 給 与 の 改 定 に つ き ま し て は 、 一

般 職 に 準 じ て 人 勧 に 基 づ き 対 応 を 行 っ て き て お り ま し た の で 、 今 回 に つ

いても人勧に基づき対応させていただきたいと考えております。  

こ れ に 関 し ま し て 、 次 の 質 問 で 、 審 議 会 に 諮 る 必 要 は な い の か と い う

こ と で ご ざ い ま す が 、 審 議 会 に 諮 る の は 基 本 給 並 び に 期 末 調 整 手 当 の 支

給 月 数 に つ い て で ご ざ い ま し て 、 あ く ま で も 今 回 の 措 置 は 人 勧 に 基 づ い

ての上下変動でございますので、諮る必要はないと考えております。  

最 後 の 職 員 の 綱 紀 粛 正 に 関 し て の 意 見 と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 私

も 含 め て 、 地 方 公 務 員 と い う の は 常 に 住 民 か ら 見 ら れ て い る 立 場 で ご ざ

い ま す の で 、 今 後 も 綱 紀 粛 正 、 身 を 正 し て い く こ と を 、 私 並 び に 職 員 に

図っていきたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   重ねてお伺いいたします。  

綱 紀 粛 正 に つ い て は 、 徹 す る と い う こ と で あ り ま し た の で 、 そ れ は そ

れで徹底していただきたいと存じます。  

ま た 、 人 勧 準 拠 の 問 題 で あ り ま す け れ ど も 、 町 長 も 言 わ れ ま し た よ う

に 、 特 別 職 の 場 合 は 、 給 与 本 体 、 そ し て 期 末 手 当 、 こ の 辺 を 諮 る と い う

こ と で あ り ま す 。 今 回 も 、 い わ ゆ る 期 末 手 当 、 ボ ー ナ ス の 部 分 の 支 給 月

数 の 引 き 上 げ 、 年 間 支 給 月 数 を ０ .０ ５ カ 月 引 き 上 げ る と い う 、 こ の ０ .
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０ ５ カ 月 を 一 緒 に し て い る と い う こ と で す か ら 、 一 般 職 の 場 合 は 、 改 定

後は期末・勤勉手当合わせて４ .５カ月ですか、町長ら特別職の場合は、

期 末 ・ 勤 勉 手 当 が ３ .４ カ 月 、 我 々 議 員 も ３ .４ カ 月 と い う こ と で す の で 、

この支給月数には違いがあるんですけれども、年間支給月数が０ .０５カ

月引き上がったから、特別職もそれに準じて０ .０５カ月引き上げるとい

う こ と で す の で 、 そ こ の 人 勧 準 拠 と い う 問 題 で あ り ま す 。 町 長 が 言 わ れ

た よ う に 、 特 別 職 に 関 し て は 、 労 働 基 本 権 の 代 償 と い う 、 そ の 労 働 基 本

権 そ の も の も 当 た り ま せ ん の で 、 そ う い う 点 で は 報 酬 審 議 会 で き ち ん と

諮 っ て 、 し か る べ き 取 り 組 み 、 し か る べ き 進 め 方 、 取 り 決 め 方 、 そ う い

う こ と を す る べ き で は な い か と 思 い ま す が 、 そ の 辺 に つ い て 重 ね て お 伺

いをしておきます。  

そ れ と 、 こ の 引 き 上 げ 率 な ん で す け れ ど も 、 こ れ で 言 い ま し て も 、 今

度 の 人 勧 で 本 町 職 員 の 給 料 本 体 、 そ れ か ら 地 域 手 当 、 そ れ と 期 末 ・ 勤 勉

手 当 、 こ れ を 全 部 足 し て １ 年 間 で 支 給 さ れ る 総 支 給 額 を 職 員 の 人 数 ９ ５

人 で 割 っ て 資 料 を 出 し て も ら い ま し た ら 、 大 体 平 均 ５ ２ ０ 万 円 ぐ ら い が

役 場 職 員 の 平 均 年 間 支 給 額 と い う こ と に な り ま す 。 そ し て 、 三 役 の 皆 さ

んは報酬審議会で決められていまして、それの年間が１ ,４００万円、１ ,

２００万円、１ ,１００万円というふうに、町長、副町長、教育長という

ふ う に 審 議 会 の ほ う で 決 ま っ た 報 酬 に 基 づ い て 年 間 支 給 さ れ て い る と こ

ろであります。  

で す か ら 、 レ ベ ル が も う 全 然 違 う 状 態 に な っ て い ま す し 、 そ の 辺 、

我 々 議 員 は 大 体 職 員 の 平 均 の レ ベ ル ぐ ら い に い て ま す け れ ど も 、 そ れ は

そ れ と し て 、 い わ ゆ る レ ベ ル が 全 然 違 う も の 、 労 働 基 本 権 の 問 題 で も 立

ち 位 置 が 全 然 違 う も の 、 そ う い う も の が 循 環 に 準 じ て 都 度 合 わ せ て い く

というのは、やっぱりやり方として─上げるなら上げる、下げるなら下

げ る で 、 そ れ は あ り ま す け れ ど も 、 や り 方 と し て 、 基 準 は 一 般 職 員 の 場

合 は 国 家 公 務 員 の 基 準 に 合 わ せ る 、 こ れ は 一 つ の 基 準 で す の で 合 う て る

と 思 い ま す け れ ど も 、 や っ ぱ り 人 勧 と い う の は 、 労 働 基 本 権 が 一 部 制 約

さ れ て い る 公 務 員 に 対 す る 代 償 措 置 、 補 完 す る た め の 取 り 組 み で す の で 、

特 別 職 の 場 合 は 、 そ こ は き ち ん と 分 け て 考 え る べ き で は な い か と 、 か よ

うに思いますが、その辺について重ねてお伺いします。  

議   長（伊藤彰夫君）   竹村町長。  

町   長（竹村匡正君）   今回の人勧による給与の改定でございますが、民間

の 人 件 費 の 割 合 を 基 本 と し て 考 え て い る と い う こ と で 、 い わ ば イ ン フ レ

率に見合った形での変動だと考えております。  

審 議 会 に 給 与 を 諮 る と い う の は 、 あ く ま で も 基 本 ベ ー ス に つ い て だ と

考 え て お り ま す 。 今 回 の 人 勧 の 変 動 と い う の は 、 あ く ま で も そ れ に 対 し

て イ ン フ レ 率 な ど を 加 味 し た 、 物 価 の 上 限 を 加 味 し た 分 で 対 応 し て い る

と 考 え て お り ま す の で 、 審 議 会 に 諮 る 必 要 は な い と 考 え て お り ま す し 、
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一 般 職 に 準 じ て 特 別 職 並 び に 議 員 の 皆 様 方 の 報 酬 を 人 勧 に 準 拠 す る と い

う こ と に つ い て も 、 で は 、 逆 に 下 が っ た と き に ど う す る ん だ と い う と き

に 恣 意 的 な 判 断 が 入 ら な い よ う に す る た め に も 、 あ く ま で 一 般 職 に 準 じ

て上下対応すべきだと考えております。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   ほかに質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   ほ か に 質 疑 が な い よ う で す の で 、 質 疑 を 終 わ り、

これより討論に入ります。  

討論ありませんか。  

芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。それでは、追加上程されまし

た 議 案 第 ５ ６ 号 か ら 議 案 第 ６ ２ 号 ま で の 補 正 予 算 案 ４ 本 、 条 例 案 ３ 本 に

ついての討論を行います。  

態 度 表 明 で あ り ま す が 、 上 程 案 の う ち 、 ５ ６ 号 の 一 般 会 計 補 正 予 算 、

そ れ か ら ６ ２ 号 の 川 西 町 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 等 に 関 す る 条 例 並 び に 特 別

職 の 職 員 で 常 勤 の も の の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

は反対、あとは賛成するものであります。  

本 日 の 追 加 案 は 、 印 鑑 条 例 の 一 部 改 正 を 除 き ま し て 、 今 年 の 人 事 院 勧

告 に 準 じ て 本 町 職 員 の 給 与 並 び に 期 末 ・ 勤 勉 手 当 等 の 改 定 を 実 施 す る た

め の も の で 、 そ の 基 準 は あ く ま で 人 勧 準 拠 と い う こ と で あ り ま す 。 職 員

の 給 与 基 準 に 関 し て は 、 本 町 独 自 の 人 事 委 員 会 等 の 制 度 も 設 け て お り ま

せ ん の で 、 こ れ ま で か ら 人 勧 に 準 拠 す る 形 で 実 施 さ れ て き た も の で あ り 、

引 き 上 げ に し て も 引 き 下 げ に し て も 、 基 準 を こ こ に 置 く と い う こ と で 実

施されているものでありますので、筋は通っているものと存じます。  

同 時 に 、 我 々 特 別 職 の 期 末 手 当 に 関 し て も 、 支 給 率 を 人 勧 に 合 わ せ て

実 施 す る こ と も 提 案 さ れ て お り ま す 。 そ も そ も 人 勧 と は 、 公 務 員 労 働 者

に あ っ て は 、 労 働 基 本 権 の 一 部 が 制 約 を 受 け て お り ま す の で 、 そ の 補 完

策 と し て 人 事 院 が 勧 告 し 、 公 務 員 労 働 者 の 処 遇 を 確 保 し よ う と す る も の

であると心得ます。  

今 般 の ８ 月 ７ 日 の 人 事 院 総 裁 談 話 に お き ま し て も 、 こ の 点 を 踏 ま え て 、

国 民 の 信 頼 を 損 な う こ と の な い よ う 、 全 体 の 奉 仕 者 と し て の 高 い 倫 理 観

と 使 命 感 を 持 っ て 職 務 に つ い て 責 任 を 果 た す こ と を 求 め て い る も の で あ

り ま し て 、 ど こ を 読 ん で も 議 会 議 員 や 常 勤 の 特 別 職 の 期 末 手 当 も こ れ に

準じて実施せよとは示されておりません。  

そ も そ も 労 働 基 本 権 な る も の は 我 々 特 別 職 に は あ り ま せ ん し 、 給 料 等 、

そ の 処 遇 に つ い て は 、 こ れ ま で か ら 報 酬 審 議 会 等 に か け ら れ て 諮 問 さ れ

て き た も の で あ り ま す し 、 特 別 職 の 期 末 手 当 の 支 給 月 数 の 基 準 を 人 勧 に

便 乗 す る こ と は そ ぐ わ な い も の と 判 断 を す る と こ ろ で あ り ま す 。 我 々 特
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別 職 の 処 遇 に つ い て は 、 上 げ る に せ よ 下 げ る に せ よ 、 別 途 議 論 し 、 住 民

の 皆 さ ん の 大 方 の 理 解 と 納 得 の 上 で 、 そ れ に 応 じ た 額 を 定 め る べ き も の

と 心 得 ま す の で 、 今 般 の 一 連 の 提 案 に つ い て は 、 特 別 職 に 限 っ て は 反 対

するものであります。  

よ っ て 、 ５ ６ 号 に つ い て は 、 特 別 職 の 分 も 含 ま れ て お り ま す の で 、 そ

れ を 除 外 す る こ と を 求 め て 反 対 、 ６ ２ 号 に つ い て は 、 改 定 の 必 要 な し と

判断しますので、反対をいたします。  

あとの議案については、いずれも賛成するものであります。  

議   長（伊藤彰夫君）   ほかに討論ありませんか。  

堀格君。  

４番議員（堀   格君）   ４番  堀でございます。今般追加提案されました議

案 第 ５ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 、 そ れ か ら 議 案 第 ６ ２

号 、 川 西 町 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 等 に 関 す る 条 例 並 び に 特 別 職 の 職 員 で 常

勤 の も の の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ま で 、 各 議 案

につきまして賛成の立場で討論させていただきます。  

特 に 、 今 、 一 般 会 計 の 議 案 第 ５ ６ 号 と 特 別 職 並 び に 議 員 の 報 酬 に 関 す

る ６ ２ 号 に つ き ま し て 反 対 の 討 論 が あ り ま し た が 、 先 ほ ど の 町 長 の 回 答

に あ り ま し た よ う に 、 い わ ゆ る 判 断 基 準 が な い も の は 、 結 局 、 人 事 院 勧

告 に 従 っ て 粛 々 と や る の が 一 番 妥 当 だ と 思 い ま す 。 と い う の は 、 人 事 院

勧 告 に し た っ て 、 プ ラ ス の 場 合 も あ れ ば 、 マ イ ナ ス の 場 合 も あ り 得 る わ

け で す 。 プ ラ ス の と き に 上 げ な か っ た ら 、 今 度 マ イ ナ ス の と き は ど な い

す る の か 。 前 に 上 げ た か ら 、 今 度 は 下 げ る の を や め よ う か と か 、 そ う い

う 恣 意 的 な 判 断 が さ れ る こ と に な り ま す 。 判 断 基 準 の な い も の は 、 一 番

公 正 な 人 事 院 勧 告 に 従 っ て 行 っ て い く と い う の が 一 番 妥 当 で あ る と 思 い

ますので、賛成といたします。  

な お 、 根 本 的 に 、 特 に 我 々 議 員 に つ き ま し て は 、 川 西 町 内 の 状 況 、 町

内 の 人 口 動 向 、 そ れ か ら 他 市 町 村 の 状 況 等 総 合 的 に 考 え て 、 議 員 の 定 数

並 び に 議 員 の 報 酬 の 水 準 に つ い て は 一 定 の 考 え 方 を 持 つ べ き で あ る と い

うことについては一言付言をして、賛成討論といたします。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   ほ か に 討 論 が な い よ う で す の で 、 討 論 を 終 わ り、

これより採決に入ります。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ５ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 原 案 ど

おり可決することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 多 数 に よ り 、 本 案 件 は 、 原 案 ど お り 可 決 いた
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しました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ５ ７ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ

い て か ら 、 議 案 第 ６ １ 号 、 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 及 び 一 般 職

の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て ま で の ５ 議 案 を

一括採決したいと思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   異 議 な し と 認 め 、 一 括 採 決 す る こ と に 決 し ま し た 。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ５ ７ か ら 議 案 第 ６ １ 号 ま で に つ い て 、 原 案 ど お り 可 決 す る こ と

に賛成の方の挙手を求めます。  

        （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 各 案 件 は 、 原 案 ど お り 可 決 い た

しました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ６ ２ 号 、 川 西 町 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 等 に 関 す る 条 例 並 び に 特 別

職 の 職 員 で 常 勤 の も の の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、

原案どおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 多 数 に よ り 、 本 件 は 、 原 案 ど お り 可 決 い た し

ました。  

以 上 を も ち ま し て 、 本 定 例 会 に 付 議 さ れ ま し た 議 案 は 、 全 て 議 了 い た

しました。  

お諮りいたします。  

総 務 ・ 建 設 経 済 委 員 会 、 厚 生 委 員 会 及 び 議 会 運 営 委 員 会 並 び に 駅 周 辺

整 備 特 別 委 員 会 、 工 業 ゾ ー ン 創 出 特 別 委 員 会 所 管 に 係 る 議 会 閉 会 中 の 審

査 事 件 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 の 規 定 に 基 づ き 、 議 会 閉 会 中 に お い

て も 継 続 し て 調 査 並 び に 審 査 し た い と 思 い ま す が 、 こ れ に 御 異 議 ご ざ い

ませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   異 議 な し と 認 め 、 閉 会 中 に お い て も 常 任 委 員 会及

び特別委員会を開催できることと決しました。  

以上をもちまして、本定例会の日程は全て終了いたしました。  

閉会に当たりまして、一言お礼を申し上げます。  

議 員 各 位 に は 、 何 か と お 忙 し い 折 に も か か わ ら ず 、 本 定 例 会 に 提 案 さ

れ ま し た 諸 議 案 に つ き ま し て 慎 重 に 御 審 議 賜 り 、 か つ 議 会 運 営 に 御 理 解

の あ る 御 協 力 を い た だ き ま し た こ と に 、 議 長 と し て 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま

す。  

理 事 者 に お か れ ま し て は 、 今 後 も 引 き 続 き 厳 し い 財 政 環 境 が 予 想 さ れ
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る た め 、 予 算 の 執 行 に 当 た っ て は 、 経 済 性 、 効 率 性 及 び 有 効 性 に 配 慮 し

つつ、厳正な執行を望むものであります。  

ま た 、 議 員 各 位 か ら 出 さ れ ま し た 御 意 見 な り 要 望 を 十 分 に 尊 重 し て い

た だ き 、 今 後 の 町 政 に 一 層 の 御 努 力 を 賜 り た い と 存 ず る 次 第 で ご ざ い ま

す。  

閉会に当たり、町長より閉会の挨拶をお願いいたします。  

 竹村町長。  

町   長 （ 竹 村 正 匡 君 ）   令 和 元 年 川 西 町 議 会 第 ４ 回 定 例 会 の 閉 会 に 当 た り 、

一言御礼を申し上げます。  

本 議 会 に 提 出 い た し ま し た 各 議 案 に つ き ま し て 慎 重 に 御 審 議 を 賜 り 、

全議案につきまして議決いただきましたことに厚く御礼申し上げます。  

審 議 を 通 じ 議 員 各 位 か ら 賜 り ま し た 御 意 見 、 御 指 摘 を 真 摯 に 受 け と め

ま し て 、 今 後 の 町 政 運 営 に 取 り 組 ん で ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、

議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、 よ り 一 層 の 御 指 導 、 御 協 力 を 賜 り ま す こ と

をお願い申し上げます。  

今 年 も 残 す と こ ろ １ ０ 日 余 り と な り ま し た 。 年 末 に 向 か い ま し て 、 寒

さ も 一 段 と 厳 し さ を 増 す 時 期 で も あ り ま す 。 議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、

ど う か 健 康 に 御 留 意 い た だ き 、 御 健 勝 で 、 よ い 新 年 を お 迎 え い た だ き ま

す よ う 御 祈 念 申 し 上 げ ま し て 、 閉 会 に 当 た っ て の 御 礼 の 挨 拶 と さ せ て い

ただきます。  

ありがとうございました。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   こ れ を も ち ま し て 、 令 和 元 年 川 西 町 議 会 第 ４ 回 定

例会を閉会いたします。  

ありがとうございました。  

（午前１１時０３  閉会）  
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(議決の結果) 

議案番号 件           名 議決月日 審議結果 

議案第46号 令和元年度(平成31年度)川西町一般会計補正予算について 12月20日 原案可決 

議案第47号 
令和元年度(平成31年度)川西町国民健康保険特別会計補正予

算について 12月20日 原案可決 

議案第48号 
令和元年度(平成31年度)川西町介護保険事業勘定特別会計補

正予算について 12月20日 原案可決 

議案第49号 
令和元年度(平成31年度)川西町水道事業会計補正予算につい

て 12月20日 原案可決 

議案第50号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 12月20日 原案可決 

議案第51号 
一般職の職員の給与に関する条例及び職員の旅費に関する条

例の一部改正について 
12月20日 原案可決 

議案第52号 
川西町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正について 
12月20日 原案可決 

議案第53号 川西町企業立地促進条例の一部改正について 12月20日 原案可決 

議案第54号 川西町消防団条例の一部改正について 12月20日 原案可決 

議案第55号 定住自立圏の形成に関する協定書の一部変更について 12月20日 原案可決 

議案第56号 令和元年度(平成31年度)川西町一般会計補正予算について 12月20日 原案可決 

議案第57号 
令和元年度(平成31年度)川西町国民健康保険特別会計補正予

算について 12月20日 原案可決 

議案第58号 
令和元年度(平成31年度)川西町介護保険事業勘定特別会計補

正予算について 
12月20日 原案可決 

議案第59号 
令和元年度(平成31年度)川西町水道事業会計補正予算につい

て 12月20日 原案可決 

議案第60号 川西町印鑑条例の一部改正について 12月20日 原案可決 

議案第61号 
一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の

採用等に関する条例の一部改正について 
12月20日 原案可決 

議案第62号 
川西町議会議員の議員報酬等に関する条例並びに特別職の職

員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正につ

いて 

12月20日 原案可決 
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